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歯は一生の宝物

【春日神社旧例祭「王祇祭」】
２月1日～２日にかけて行われる黒川地区最大の祭
り。500年以上にわたって受け継がれている国指定重
要無形民俗文化財「黒川能」が、夜を徹して演じられ
ます。



2

　
歯
の
大
事
な
役
割

　

歯
は
、
私
た
ち
が
食
事
を
す
る

上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
歯
が
生
え
変
わ
る
頃
や
歯
が

痛
い
と
き
、
食
事
を
と
り
づ
ら
か

っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
歯

が
健
康
で
、
自
分
の
歯
で
物
を
食

べ
ら
れ
る
こ
と
は
、
人
生
を
豊
か

に
す
る
重
要
な
要
素
で
す
。
ま
た
、

歯
は
食
べ
る
こ
と
以
外
に
も
「
話

す
」「
表
情
を
作
る
」「
体
の
姿
勢

や
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
」
な
ど
の
役

割
が
あ
り
、
私
た
ち
の
生
活
を
支

え
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
歯
科
口
腔
の
現
状

　

皆
さ
ん
は
、
８は

ち
ま
る
に
い
ま
る

０
２
０
運
動
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
「
八

十
歳
に
な
っ
て
も
二
十
本
以
上
自

分
の
歯
を
保
つ
こ
と
」
を
目
標
と

し
た
運
動
で
す
。
二
十
本
以
上
の

歯
が
あ
れ
ば
、
食
生
活
に
ほ
ぼ
満

足
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
二
十
三
年
度
に

本
市
が
二
十
歳
～
七
十
九
歳
の
市

民
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
と
、「
現
在
自
分

の
歯
が
二
十
本
以
上
あ
る
」
と
答

え
た
人
の
割
合
が
、
年
齢
が
上
が

る
に
つ
れ
、
低
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
特
に
六

十
五
歳
～
七
十
九
歳
で
は
、
そ
の

割
合
が
五
〇
％
を
切
っ
て
い
ま
し

た
。

　
歯
を
失
う
原
因
っ
て
何
？

　

で
は
、
な
ぜ
歯
を
失
っ
て
し
ま

う
の
で
し
ょ
う
か
。
年
を
取
れ
ば

歯
は
抜
け
る
も
の
、
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
実
は
虫
歯
と
歯
周
病

が
主
な
原
因
で
す
。
鶴
岡
市
国
民

健
康
保
険
二
十
七
年
五
月
診
療
分

に
よ
る
と
、
本
市
で
は
乳
歯
が
永

久
歯
に
生
え
変
わ
る
小
学
生
の
時

期
に
虫
歯
な
ど
の
歯
科
疾
患
が
大

幅
に
増
加
し
、
そ
の
後
一
旦
落
ち

着
く
も
の
の
、
二
十
歳
以
降
に
再

び
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
歯

周
病
の
割
合
が
年
齢
が
上
が
る
と

と
も
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

四
十
・
五
十
・
六
十
・
七
十
歳

の
方
を
対
象
に
、
本
市
が
実
施
し

て
い
る
歯
周
疾
患
検
診
に
よ
る
と
、

二
十
七
年
度
の
受
診
者
の
中
で
精

密
検
査
が
必
要
で
あ
る
と
診
断
さ

れ
た
人
が
全
体
の
約
八
〇
％
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
検
診
の
受
診
率
は
全
対
象
者

の
う
ち
約
五
％
と
、
決
し
て
高
い

と
は
い
え
な
い
状
態
で
す
。
歯
周

病
は
身
近
な
病
気
で
す
が
、
自
覚

症
状
が
出
に
く
い
た
め
、
関
心
が

【
特
集
】

  
歯
は
一
生
の
宝
物

―
鶴
岡
市
歯
科
口
腔
保
健
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
―

　

私
た
ち
が
健
康
な
毎
日
を
送
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
歯
。
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り

の
た
め
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
市
民
の
意
識
・
行
動
調

査
な
ど
か
ら
、
取
り
組
み
が
ま
だ
十
分
に

浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
を
総

合
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、「
鶴
岡
市

歯
科
口
腔
保
健
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
歯
と
口
腔く
う

の
ケ
ア
を
支
援
す
る
同
計

画
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　

健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎

25
‐
２
１
１
１
内
線
３
６
１
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低
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
体
の
健
康
は
お
口
か
ら

　

虫
歯
や
歯
周
病
で
歯
が
失
わ
れ

る
こ
と
の
問
題
は
、
食
事
が
満
足

に
で
き
な
く
な
る
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
近
年
の
研
究
で
、
歯
や

口
腔
の
問
題
と
全
身
の
病
気
と
の

関
連
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
歯
周
病
菌
が
、
炎
症
を

起
こ
し
た
歯
肉
か
ら
血
管
に
入
り

込
み
、
誤
え
ん
性
肺
炎
や
動
脈
硬

化
な
ど
を
引
き
起
こ
す
一
因
と
な

っ
た
り
、
糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
た

り
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
分
の
歯
が
少
な
い

人
や
入
れ
歯
を
使
わ
な
い
人
ほ
ど
、

外
出
回
数
が
減
り
家
に
閉
じ
籠
も

り
が
ち
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
歯
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
、

今
後
の
人
生
を
豊
か
で
楽
し
い
も

の
に
す
る
た
め
に
、
と
て
も
大
切

で
す
。

　
鶴
岡
市
歯
科
口
腔
保
健
行
動
計
画　

　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
医
療
・

保
健
・
福
祉
・
介
護
・
教
育
な
ど

の
各
分
野
に
お
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
歯
科
口
腔
保
健
に
関
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
成
果
を

分
析
し
、
各
世
代
に
対
し
て
よ
り

効
果
的
な
施
策
を
講
じ
る
た
め
、

二
月
に
「
鶴
岡
市
歯
科
口
腔
保
健

行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

同
計
画
は
、「
生
涯
を
通
じ
た

歯
科
疾
患
の
予
防
、
口
腔
機
能
の

維
持
・
向
上
等
に
よ
り
、
全
て
の

市
民
が
心
身
と
も
に
健
や
か
で
心

豊
か
な
生
活
が
で
き
る
社
会
の
実

現
」
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
三
つ
を
柱
と
し
て
掲
げ
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
歯
と
口
腔
が
健

康
に
保
た
れ
る
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

▼
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
施

策
…
生
涯
を
通
じ
た
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
う
た
め
、
妊
娠
期
・

乳
幼
児
期
、
学
齢
期
、
青
年
期
、

壮
年
期
、
高
齢
期
の
五
つ
に
区
分

し
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
特
性

を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

▼
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る
人
へ

の
施
策
…
障
害
が
あ
る
方
や
要
介

護
高
齢
者
の
歯
科
口
腔
の
健
康
保

持
・
増
進
の
た
め
、
訪
問
歯
科
診

療
や
歯
科
受
診
等
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

▼
社
会
環
境
の
整
備
に
向
け
た
施

策
…
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
、

定
期
的
な
歯
科
健
診
を
受
け
る
こ

と
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
歯
科

口
腔
の
健
康
の
保
持
・
増
進
に
関

す
る
個
人
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

歯の健康は、全身の健康

◇糖尿病◇
　歯周病で作られる物質が、インスリン（血
糖値を下げるホルモン）の働きを悪くする
ため、血糖値が高くなる。

◇誤えん性肺炎◇
　寝たきりの高齢者などで、歯周病菌などの
細菌が気管、肺へと入り込んで起こる。

◇動脈硬化◇（脳梗塞・狭心症・心筋梗塞）
　歯周病菌が血管内に入り、血管に炎症を起
こし、血管の硬化や血栓の形成を進める。

【 歯周病が影響する病気の例 】
　歯周病とは、歯と歯茎（歯肉）の隙間から侵入した
細菌が、歯肉に炎症を引き起こし、更には歯を支える
骨（歯槽骨）を溶かしてしまう病気です。気付かない

◇細菌性心内膜炎◇
　歯周病菌が心臓の弁に付着して起こる。

うちに進行し、歯が自然に抜け落ちるほど重症になる
ことがあります。歯肉から血管に入り込んだ歯周病菌
は、様々な病気を引き起こす一因にもなります。
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自分の歯が20本以上ある人の割合

Q. あなたの歯は、現在20本以上ありますか？

　本市では「現在自分の歯が20本以上ある」
と答えた人の割合が、加齢とともに低くなっ
ています。65歳～79歳の高齢者では、その割
合が42.4％でした。

♥

※平成23年度市民の健康意識・行動に関する調査から。

↓
  高齢者の約２人に１人が

自分の歯が20本未満
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妊娠期
　ホルモンバランスや生活習慣の
変化で、虫歯や歯周病が進行しや
すい時期です。進行した歯周病は、
低体重児出産の一因となることも
あります。また、歯周病のリスク
を高める喫煙について、本市の妊
婦の喫煙率が、山形県全体の平均
と比較して高い状況にあります。

乳幼児期
　乳歯は生後７か月頃から生え始
め、３歳頃に生えそろいます。歯
が生えそろうのに従い、食べる機
能や発音が発達していきます。

妊娠期・乳幼児期（０歳～５歳）

　カルシウム摂取やバランスの
良い食生活、フッ化物の利用や
歯科健診の受診を心掛けましょ
う 。歯周病に密接な関連のあ
る喫煙はやめましょう。

POINT

　フッ化物の利用や仕上げ磨き
の習慣化などで虫歯を予防しま
しょう。噛む力の発達に合わせ
た離乳食や規則的なおやつの摂
取など、歯や体の発達のための
規則正しい生活習慣を身につけ
ましょう。

POINT

　

い
つ
ま
で
も
健
康
な
歯
を
保
つ

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
自
分
自
身
の
歯
に
関
心

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。「
歯
と

口
の
健
康
づ
く
り
四
つ
の
基
本
」

を
意
識
し
、
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
は
、
妊
娠
期
・
乳
幼
児

期
、
学
齢
期
、
青
年
期
、
壮
年
期
、

高
齢
期
の
五
つ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
ご
と
の
現
状
と
、
注
意
す
る
べ

き
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
ま

た
、
鶴
岡
市
歯
科
口
腔
保
健
行
動

計
画
の
策
定
委
員
の
中
か
ら
三
人

の
方
に
、
歯
と
口
の
健
康
に
つ
い

て
伺
い
ま
し
た
。

　
「
８
０
２
０
」
で
生
涯
お
い
し

い
食
事
と
健
康
な
生
活
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

鶴岡市立保育園保護者会連絡協議会
佐藤 美香 さん

　小さい頃から親が子
供の歯と口に関心を持

ち、きちんと手入れをすることで、子供
にも同じような関心が芽生えると思いま
す。口が健康であれば、食事も楽しくな
り子供の順調な成長にもつながるのでは
ないでしょうか。
　子供の口腔ケアで大切なのは、親の仕
上げ磨きです。子供が自分で歯を磨くよ
うになっても、同じ所ばかりを磨いてし
まうなど、きちんと磨けていないことが
多くあります。親子でコミュニケーショ

子供の歯も、自分の歯も大切に　　　　　　　　   

ンを取りながら、一緒に歯磨きに取り組
んでいければいいですね。
　妊娠期・乳幼児期は子供の歯だけでな
く、自分の歯の手入れも大変な時期だと
思います。子供が生まれると子育てに忙
しくなり、自分の歯の治療に気が回らな
くなりますし、妊娠初期や後期は体調が
優れないときがあります。体調が落ち
着く妊娠中期になれば治療はできますが、
妊娠する前に歯科健診を受け、必要な治
療はあらかじめ済ませておくことをお勧
めします。

学齢期（６歳～18歳）

　学齢期の前半は、乳歯から永久歯
への生え変わりの時期です。生えた
ばかりの永久歯は弱く、 虫歯になり
やすい状態です。また、歯の生え変
わり時期は、歯並びが複雑なこと、
思春期のホルモンバランスの乱れや
生活の変化もあり、歯肉炎が増加し
やすい時期です。歯磨きと同時に歯
茎のチェックも重要です。

　糖分の多い食べ物や飲み物のと
り方に気を付け、「よく噛んで味
わって食べること」、「早寝・早起
き・朝ごはん」を習慣化
し、虫歯や歯肉炎を予防
しましょう。 

POINT

目
指
せ「
８
０
２
０
」

▼
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
四
つ
の
基
本

①
歯
を
丁
寧
に
磨
く

②
食
べ
物
を
よ
く
噛か

む

③
規
則
的
な
生
活
習
慣
を
身
に

　

つ
け
る

④
か
か
り
つ
け
歯
科
医
で
定
期

　

的
な
健
診
や
ケ
ア
を
受
け
る
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鶴岡市老人クラブ連合会会長
小林 達夫 さん

鶴岡地区歯科医師会会長
荻原 聡 さん

　近年は全国的に子供たちの虫歯の本数が
激減しています。一方で、中学生・高校生
になると、部活動等が忙しくなるせいか、歯磨きがおろそかに
なって歯肉炎が増えています。20歳を過ぎると更に症状が進
み、多くの方が歯周病になってしまう現状にあります。歯周病
は「人類史上最も感染者の多い感染症」で、非常に身近な病気
ですが、歯周病への関心は高いとは言えません。単なるお口の
中の病気ではなく、体の健康に大きく影響することを知ってほ
しいです。
　日本は国民皆保険制度があり、歯の治療が諸外国と比べて安
価で受けられます。そのため、お口の健康に対する意識が低い
のかもしれません。痛くなったら歯医者に行くのではなく、定
期的に歯科健診を受けましょう。最低でも 1 年に１回、でき
れば３・４か月に１回は足を運んでほしいですね。歯を良い状
態に保つことは、健康寿命を延ばすことにもつながります。大
切な歯を失うことのないように、将来にわたって健康なお口づ
くりに励みましょう。

　私が小さい頃は、戦時中なので家でも学校でも歯磨
きの習慣はありませんでした。今は学校で歯科健診や
歯磨き指導があり、とても恵まれていると思います。
　私は一部入れ歯を使っていますが、やはり手入れが
大切です。いつも口に入れておくものなので、歯磨き
はもちろん、顎の変化に合わせて調整も必要になりま
す。歯磨きには、電動歯ブラシを使っています。磨く
のが面倒な人は、こういった器具を上手に活用してみ
てはどうでしょうか。
　老人クラブでは歯科医師を招いて、歯の勉強会を開

歯周病を治して健康寿命を延ばそう　

自分の歯を諦めないで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いています。高齢者にとっての歯の
健康はとても大切であることを学び
ます。参加者が周りの高齢者にそのことを伝えるなど、
私たち高齢者世代の歯の健康づくりを引っ張ってくれ
ればと思っています。
　歯磨きは地道な作業ですが、継続が大切です。体に
比べて、歯の健康をあまり重大に受け止めない人もい
るかもしれませんが「もう歯はいいや」と諦めずに、
子供たちにお手本を見せるつもりで手入れしていきま
しょう。

青年期（19歳～39歳）

　学校などでの定期的な健診の機会が少な
くなるとともに、歯周病が急増する時期で
す。歯周病は虫歯と並ぶ歯科口腔の２大疾
病で、歯を失う最も多い原因です。

　日頃の歯磨きの癖を見直し、１本１本
時間をかけて丁寧に磨きましょう。職
場への歯磨きセットの準備、食後の歯
磨き、歯間ブラシなどの活用、歯と歯
茎の自己チェックを心掛けましょう。

POINT

高齢期（65歳～）

　歯の喪失や唾液の減少、噛む力や飲み込
む力の低下、低栄養などがおきやすい時期
です。入れ歯も含め、口腔機能の維持・向
上に向けた取り組みが重要です。

　歯と口腔のケアに関する知識を得て
実践し、8020を目指しましょう。
また、入れ歯の手入れ・噛み合
わせにも気を付けましょう。 

POINT

「8020」で
生涯おいしい食事と

健康な生活を

壮年期（40歳～64歳）

　仕事や家事の忙しさから歯や歯茎のケア
を怠りがちな時期です。歯周病は、糖尿病
などの生活習慣病や、全身の様々な病気と
の関連性が指摘されています。 

　歯周疾患検診を積極的に受
診しましょう。8020を意識し、
よく噛んで食べ、歯と口の健康
維持、生活習慣病の予防に努め
ましょう。 

POINT
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転入・転出手続きガイド
転入・転出の手続き／国保・国民年金の手続き

対象者 異動手続きに必要なもの（必ず印鑑をお持ちください） 窓　口転出するとき 転入したとき 市内で転居したとき

国民健康保険ま
たは後期高齢者
医療に加入して
いる方、福祉医
療証をお持ちの
方

○国民健康保険証
○国保限度額適用・標準負
　担額減額認定証
○国保高齢受給者証
○後期高齢者医療保険証
○後期高齢者医療限度額適
　用・標準負担額減額認定
　証
○国保または後期高齢者医
　療特定疾病療養受療証
○重度心身障害（児）者医療
　○身 ・子育て支援医療○子 ・
　ひとり親家庭等医療○親 の
　医療証

○世帯主の印鑑
○健康保険証
○所得・課税証明書
○後期高齢者医療の負担区
　分証明書（県外からの転
　入の場合で、前に住んで
　いた市区町村で発行され
　たもの）
※○身 ・○子 ・○親 の該当要件は
　市区町村で異なります。
　詳しくは窓口へ。

○国民健康保険証
○国保限度額適用・標準負
　担額減額認定証
○国保高齢受給者証
○後期高齢者医療保険証
○後期高齢者医療限度額適
　用・標準負担額減額認定
　証
○○身 ・○子 ・○親 の医療証
※世帯内変更で、世帯主ま
　たは続柄が変わったとき
　も同じ。

本所国保年金課

○国保医療担当
…☎内線124

○後期高齢者医
　療担当
…☎内線126

【共通】○対象者及び世帯主のマイナンバーカードまたは通知カード、本人確認書
　　　　  類（詳しくは市HP「国保の手続き」をご覧ください）
※届出によっては世帯主の印鑑（認印）が必要な場合あり（シャチハタ印等は不可）。

国民年金に加入
している方

【共通】○年金手帳 本所国保年金課
☎内線113○年金証書 ○年金証書

介護保険証をお
持ちの方 ○介護保険証 ○介護保険受給資格証明書

　（介護認定を受けていた方） ○介護保険証 本所長寿介護課
☎内線187

児童手当を受給
している方 ○受給者の印鑑

○預金通帳
○健康保険証
○受給者及び配偶者の所得
　・課税証明書
○マイナンバーカードまた
　は通知カード

届出は不要です
本所

子育て推進課
☎内線151

児童扶養手当を
受給している方

【共通】○児童扶養手当証書

○マイナンバーカードまた
　は通知カード

障害者手帳等、
自立支援医療受
給者証、障害福
祉サービス受給
者証をお持ちの
方

特になし
※新住所地に変更の届出を
　してください。

○健康保険証
○所得・課税証明書
○身体障害者手帳
○療育手帳
○精神障害者保健福祉手帳
○自立支援医療受給者証
○マイナンバーカードまた
　は通知カード

○身体障害者手帳
○療育手帳
○精神障害者保健福祉手帳
○自立支援医療受給者証
○障害福祉サービス受給者証
○マイナンバーカードまた
　は通知カード

本所福祉課
☎内線137

犬を飼っている
方

特になし
※新住所地に鑑札をお持ち
　の上、変更の届出をして
　ください。

○前住所地での鑑札
※鑑札を紛失の場合は、再
　交付扱いとなり、1,600
　円の手数料が必要です。

お持ちいただくものはあり
ませんが、届出が必要です

健康課
（にこ♥ふる）
☎内線362、
☎25‐2731

▼その他の必要な手続き（各地域庁舎市民福祉課でも手続きができます）

※国保加入と同時に、市外へ転出し
　ている学生も国保に加入する場合
　は、在学証明書と住所を確認でき
　る書類の提出が必要です。

●進学で市外へ転出したとき
▼必要なもの
・国民健康保険証
・在学証明書（入学前の場合は、合
　格通知書で手続きができますが、
　後日、在学証明書の提出が必要）

※学生用の保険証の有効期限が切れ
　る場合は、期限の延長や資格をな
　くす手続きが必要です。

国民年金の手続き
■問本所国保年金課☎内線113または
　各地域庁舎市民福祉課へ

●職場の厚生年金や共済組合に加入したとき
▼必要なもの
・職場の健康保険証

・印鑑
・年金手帳

●職場の厚生年金や共済組合を離脱したとき
▼必要なもの
・雇用保険被保険者離職票など離職
　年月日を確認できるもの
・印鑑
・年金手帳
※扶養している配偶者（60歳未満）
　がいる方は併せて届出が必要です。
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転入・転出手続きガイド

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

進学や就職、転勤などで引っ越しが多くなるこれから
の季節。忘れずに転入や転出の手続きをしましょう。

以上のような異動届のほか、福
祉医療や児童手当等の届出も必
要です。手続きをしないと、給
付を受けられなくなることがあ
るので、受給している方は、右
ページの表をご覧の上、忘れず
に手続きをしてください。

国民健康保険と国民年金の切替え手続き ※このほかの場合は
　本号９ページ。

　就職、転職、離職等をした方は、
次の場合に手続きが必要です（対象
者及び世帯主〈国民年金の場合は不
要〉のマイナンバーカードまたは通
知カード、本人確認書類が必要）。

国民健康保険の手続き
■問本所国保年金課☎内線124または
　各地域庁舎市民福祉課へ

●職場の健康保険に加入したとき
▼必要なもの
・国民健康保険証
・国保高齢受給者
　証
・職場の健康保険
　証
・福祉医療証

●職場の健康保険を離脱したとき
▼必要なもの
・健康保険の離脱証明書または離職
　票
・世帯主の印鑑
・福祉医療証
※国保加入日は、職場等の健康保険
　を離脱した日です。

市役所への届出
　引っ越しの際は、住民異動届（転
入・転居・転出）の提出が必要です。　
　手続きの際は、異動届を提出する
（窓口に来庁する）方の本人確認書
類をご提示ください。
※本人確認書類…運転免許証または
　マイナンバーカード（個人番号カ
　ード）等。
■問本所市民課☎内線111または各地
　域庁舎市民福祉課へ

●転出するとき
　本市から他の市区町村へ引っ越す
場合、転出証明書を発行します。
　転出予定日の14日前から手続き
ができます。
▼必要なもの
・印鑑登録証（登録をしている方）
・マイナンバーカード（お持ちの方）
・住民基本台帳カード（お持ちの方）
・国民健康保険証（加入している方）
・後期高齢者医療保険証（加入して
　いる方）
・年金手帳（お持ちの方）
・介護保険証（お持ちの方）
※新住所地に引っ越した日から14
　日以内に転入手続きをしてくださ
　い。

●転入したとき
　他の市区町村から本市に引っ越し
た方は、住み始めた日から14日以
内に手続きをしてください。
▼必要なもの
・前に住んでいた市区町村からの転

　出証明書
・マイナンバーカードまたは通知カ
　ード
・住民基本台帳カード（お持ちの方）
・在留カードまたは外国人登録証
　（外国籍の方）
・世帯主の印鑑（国民健康保険に加
　入する方）
・後期高齢者医療保険の負担区分証
　明書（県外からの転入の場合で、
　前に住んでいた市区町村で発行さ
　れたもの）
・年金手帳（お持ちの方）、年金証
　書（年金を受給している方）
・前に住んでいた市区町村からの介
　護保険受給資格証明書（介護認定
　を受けていた方）

●市内で転居したとき
　転居した日から14日以内に届出
をしてください。
▼必要なもの
・マイナンバーカードまたは通知カ
　ード
・住民基本台帳カード（お持ちの方）
・在留カードまたは外国人登録証
　（外国籍の方）
・国民健康保険証（加入している方）
・後期高齢者医療保険証（加入して
　いる方）
・年金手帳（お持ちの方）、年金証
　書（年金を受給している方）
・介護保険証（お持ちの方）

●世帯内に変更があったとき
　世帯主が変わるなど、世帯の中で
変更があった場合、14日以内に届出

をしてください。
▼必要なもの
・国民健康保険証（世帯で加入して
　いる全員分）

上下水道部への届出
　水道を使わなくなっても、届出を
しないと、引き続き水道料金がかか
ります。次のような場合は、３日前
（土曜・日曜日、祝日を除く）まで
にご連絡ください。
▷水道を使用しなくなるとき
▷新たに水道を使用するとき
▷使用者、所有者が変わるとき
※所有者変更以外は、電話で受け付
　けます。
■問上下水道部総務課☎23‐7609
※４月からお客さまセンター。詳細
　は本号11ページ。

●転居で口座振替を継続するとき
　市内または三川町に転居して、引
き続き同じ金融機関の口座振替を希
望する場合は、ご連絡ください。
　なお、新たに口座振替を申し込む
場合や、口座を変更する場合は、市
内または三川町の金融機関で手続き
をしてください。
■問上下水道部総務課☎23‐7610
※４月からお客さまセンター。
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握
・
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
を

行
い
ま
す
。
３
月
中
に
次
の
方
へ
調
査
票
が

届
き
ま
す
の
で
回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■対
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
ま
た
は
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高

齢
者
で
無
作
為
抽
出
さ
れ
た
方　

■問
本
所
長

寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
０

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
に

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
本
市
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身

体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方　

②
人
工
透

析
療
法
を
受
け
る
た
め
交
通
機
関
（
自
家
用

車
を
含
む
）
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い
る

方　

③
本
人
及
び
同
居
世
帯
の
生
計
中
心
者

が
所
得
税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方　

④
生

活
保
護
等
で
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受
け
て

い
な
い
方　

■
助
成
額　

通
院
交
通
費
と
し

て
実
際
に
か
か
っ
た
額
と
交
付
基
準
額
の
う

ち
、
低
い
方
の
額　

■申
３
月
31
日
○金
ま
で
申

請
書
・
通
院
報
告
書
と
領
収
書
（
タ
ク
シ
ー

等
を
利
用
し
た
方
の
み
）
を
本
所
福
祉
課
☎

内
線
１
３
７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ平

成
29
年
度
分
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
・
福
祉
給
油
券
の
交
付

　

対
象
者
へ
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

希
望
の
方
は
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
ず
押
印
の
上
、
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

届
か
な
い
・
紛
失
し
た
・
新
た
に
対
象
に
な

っ
た
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方　

①
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級　

②
療
育
手
帳
Ａ

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級　

■問
本

▼
出
火
原
因
第
１
位
は
「
こ
ん
ろ
」　

出
火

原
因
は
「
こ
ん
ろ
」
が
５
件
で
最
も
多
く
、

次
い
で
「
ス
ト
ー
ブ
」
が
４
件
で
す
。
そ
の

う
ち
住
宅
火
災
の
出
火
原
因
は
、「
こ
ん
ろ
」

が
４
件
、
次
い
で
「
ス
ト
ー
ブ
」「
た
ば
こ
」

が
各
３
件
で
す
。 

▽
火
災
か
ら
命
を
守
る

た
め
に
全
て
の
寝
室
等
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

▼
救
急
出
動
件
数
は
１
日
平
均
15
・
５
件

救
急
出
動
件
数
は
５
、
５
８
０
件
で
、
前
年

よ
り
97
件
減
で
す
。
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た

人
員
は
５
、
２
８
２
人
で
前
年
よ
り
81
人

減
で
す
。
搬
送
の
事
故
種
別
で
は
、「
急
病
」

が
３
、
５
６
４
人
で
全
体
の
67
・
５
％
を
占

め
、次
い
で
「
一
般
負
傷
」
が
６
８
０
人
、「
交

通
事
故
」
が
３
８
８
人
で
す
。

年

出
火
件
数

（
う
ち
住
宅
）

救
急
出
動
件
数

Ｈ
24

50
（
12
）

５
、７
４
５

Ｈ
25

54
（
20
）

５
、６
７
２

Ｈ
26

49
（
11
）

５
、８
８
２

Ｈ
27

46
（
10
）

５
、６
７
７

Ｈ
28

36
（
15
）

５
、５
８
０

■問
消
防
本
部
☎
22
‐
８
３
３
０

福
祉
・
年
金
・
医
療

介
護
保
険
事
業
計
画
等
の
策
定
の

た
め
の
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

介
護
保
険
制
度
で
は
３
年
ご
と
に
介
護
保

険
事
業
計
画
を
策
定
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

必
要
見
込
み
量
や
介
護
保
険
料
等
を
見
直
し

て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
～
32
年
度
を
計
画

期
間
と
す
る
第
７
期
同
計
画
を
策
定
す
る
た

め
、
地
域
の
課
題
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
把

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市
政

市
役
所
本
所
の
一
部
窓
口
を
休

日
開
設
・
時
間
延
長
し
ま
す

　

春
は
転
勤
や
入
学
な
ど
の
異
動
の
手
続
き

で
市
民
課
等
の
窓
口
が
混
雑
す
る
た
め
、
一

部
窓
口
を
休
日
開
設
・
時
間
延
長
し
ま
す
。

▼
休
日
開
設
・
時
間
延
長
日　

▽
休
日
開
設

…
３
月
26
日
○日
、
４
月
１
日
○土
・
２
日
○日
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分　

▽
午
後
７

時
ま
で
時
間
延
長（
子
育
て
推
進
課
は
除
く
）

…
３
月
27
日
○月
～
31
日
○金
、
４
月
３
日
○月
～

７
日
○金　

▼
該
当
窓
口
と
取
扱
い
業
務　

窓
口

業
務

市
民
課

○
住
民
異
動
手
続
き
に
関
す
る
届
出

○
戸
籍
・
住
民
票
・
印
鑑
・
所
得
・

　

課
税
等
の
各
種
証
明

○
印
鑑
登
録

※
取
扱
い
で
き
な
い
業
務
…
住
民
基

　

本
台
帳
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
転
入
や
海
外

　

か
ら
の
転
入
の
届
出
、
住
民
基
本　

　

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た

　

手
続
き
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

の
交
付
や
広
域
交
付
住
民
票
発
行

　

等
）、
電
子
申
請
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

　

船
員
手
帳
、
納
税
証
明
。

国
保
年

金
課

○
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

　

療
・
福
祉
医
療
（
子
育
て
支
援
医

　

療
証
等
）・
国
民
年
金
の
各
種
届
出

　
・
申
請
等

子
育
て

推
進
課
○
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
・
特

　

別
児
童
扶
養
手
当
の
各
種
届
出
・

　

手
続
き

■問
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
１
１
、
本
所
国
保

年
金
課
☎
内
線
１
２
４
、
本
所
子
育
て
推
進

課
☎
内
線
１
５
０

住
民
票
の
写
し
等
の
各
種
証
明
書
を
持
ち
帰
る
た
め
に
使
用
す
る 

広
告
入
り
窓
口
用
封
筒 

寄
附
者
募
集

■
規
格
・
予
定
数
量　

①
角
型
２
号
程
度（
Ａ

４
判
の
用
紙
が
入
る
大
き
さ
）
…
７
万
枚　

②
角
型
６
号
程
度
（
Ａ
５
判
の
用
紙
が
入
る

大
き
さ
）
…
２
万
枚　

■
封
筒
の
表
示　

広

告
ス
ペ
ー
ス
は
封
筒
の
表
面
及
び
裏
面
の
下

部
40
％
以
内
、
市
章
・
市
の
業
務
内
容
を
表

示　

■
設
置
期
間　

８
月
１
日
○火
～
来
年
７

月
31
日
○火　

■
設

置
場
所　

本
所
市

民
課
及
び
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課

の
窓
口
、
そ
の
他

市
長
が
指
定
す
る

場
所　

■申
鶴
岡
市

広
告
掲
載
要
綱
、

鶴
岡
市
広
告
入
り

窓
口
用
封
筒
の
寄

附
に
関
す
る
取
扱
要
領
を
確
認
の
上
、
３
月

17
日
○金
～
31
日
○金
に
窓
口
用
封
筒
寄
附
申
込

書
（
関
係
書
類
を
添
付
）
を
本
所
市
民
課
☎

内
線
１
５
８
へ　

■他
市
HP

平
成
28
年
鶴
岡
市
消
防
本
部
管
内 

火
災
・
救
急
の
概
要

▼
総
出
火
件
数
と
損
害
額
は
過
去
最
少
。
住

宅
火
災
が
増
加　

総
出
火
件
数
は
36
件
で
統

計
を
取
り
始
め
た
昭
和
48
年
以
降
最
少
で
す
。

し
か
し
、
住
宅
火
災
は
15
件
で
過
去
５
年
間

の
う
ち
２
番
目
に
多
い
で
す
。
火
災
に
よ
る

損
害
額
は
４
、０
１
１
万
円
で
、
前
年
よ
り

６
、３
５
０
万
２
、０
０
０
円
減
で
す
。
同
死

者
は
１
人
で
前
年
よ
り
１
人
減
、
負
傷
者
は

５
人
で
前
年
よ
り
２
人
増
で
す
。

窓口用封筒・表 窓口用封筒・裏

市の業務内容を
表示

鶴岡市役所

広告スペース

市の業務内容を
表示

広告スペース
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し
て
は
、
主
治
医
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
同
院
医
事
課
☎
26
‐
５
１
１
１

子
育
て
・
教
育

子
供
の
携
帯
電
話
に
は 

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
設
定
を
！

　

子
供
に
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

持
た
せ
る
場
合
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
制
限
す
る
機
能
）
を
設
定
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能

な
携
帯
ゲ
ー
ム
機
や
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
等
に

つ
い
て
も
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
設
定
を
お

勧
め
し
ま
す
。

▼
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
利
用

目
的
・
方
法
・
時
間
・
料
金
等
を
家
族
で
よ

く
話
し
合
っ
て
利
用
し
ま
し
ょ
う

■問
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
０
１
９

生
活

湯
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

多
目
的
ホ
ー
ル
を
増
築
し
ま
し
た

■
利
用
開
始
日　

４
月
１
日
○土　

■費
午
前
…

２
、
５
０
０
円　

午
後
…
３
、
７
０
０
円　

夜
間
…
６
、
４
０
０
円　

全
日
…
１
万
２
、

０
０
０
円
（
企
業
や
湯
田
川
地
区
外
の
団
体

等
が
使
用
す
る
場
合
等
）　

■問
本
所
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
内
線
１
２
１

黒
川
橋
の
通
行
を
制
限
し
ま
す

　

黒
川
橋
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
車
両
の
通

▼
共
通　

■申
14
日
以
内
に
（〈
☆
〉
は
速
や

か
に
）
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
４
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
追
加

の
書
類
が
必
要
な
場
合
あ
り
。
本
人
以
外
の

手
続
き
は
委
任
状
が
必
要

救
急
医
療
機
関
を
受
診
す
る

と
き
の
心
掛
け

　

尊
い
命
を
救
う
救
急
医
療
が
適
切
に
そ
し

て
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ
う
、「
か
か
り
つ
け

医
」「
荘
内
病
院
な
ど
の
二
次
医
療
機
関
」「
休

日
夜
間
診
療
所
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
地
域
医
療
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

重
症
・
重
篤
患
者
等
が
安
心
し
て
救
急
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
の

皆
さ
ん
も
、
適
切
な
救
急
受
診
に
つ
い
て
、

次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。　

▼
具
合
が
悪
い
と
き
は
、
夜
間
や
休
日
ま
で

我
慢
せ
ず
「
通
常
の
診
療
時
間
内
」
に
早
目

に
「
か
か
り
つ
け
医
」
で
受
診
し
ま
し
ょ
う

▼
脳
卒
中
は
治
療
の
遅
れ
が
命
に
関
わ
り
ま

す
。
急
に
、
呂
れ
つ
が
回
ら
な
い
、
顔
の
半

分
が
ゆ
が
む
等
の
症
状
の
と
き
は
、
す
ぐ
に

救
急
受
診
し
ま
し
ょ
う

▼
夜
間
や
休
日
に
軽
症
で
受
診
す
る
と
き
は
、

「
休
日
夜
間
診
療
所
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
内
「
鶴
岡
地
区

救
急
医
療
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
３

６
１ラ

イ
ナ
ッ
ク
で
の
放
射
線
治

療
を
再
開
し
ま
す

　

荘
内
病
院
で
は
、
が
ん
診
療
等
に
利
用
す

る
放
射
線
治
療
装
置
の
設
備
更
新
が
終
了
し
、

最
新
の
機
器
を
導
入
し
３
月
１
日
○水
か
ら
放

射
線
治
療
業
務
を
再
開
し
ま
す
。
治
療
に
際

保
険
料
が
割
引
さ
れ
る
前
納
制
度
も
あ
り
ま

す
。

▼
保
険
料
の
後
納
制
度
は
平
成
30
年
９
月
ま

で　

過
去
５
年
間
に
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
後
納
制
度
は
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
し
た
り
、
年
金

を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
が
、
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
で
受
給
で
き
た
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
が
利
用
で
き
る
の
は
、

平
成
30
年
９
月
末
日
ま
で
で
す
。
既
に
後
納

制
度
を
申
し
込
ん
だ
方
は
納
付
書
記
載
の
使

用
期
限
ま
で
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

こ
ん
な
と
き
は
国
民
年
金
の

加
入
、
変
更
の
手
続
き
を

▼
会
社
員
と
そ
の
配
偶
者
（
加
入
者
）　

▽

被
用
者
年
金
を
や
め
た
と
き　

■持
本
人
・
配

偶
者
の
退
職
年
月
日
を
証
す
る
書
類
（
離
職

票
等
）、
年
金
手
帳
、
印
鑑　

▽
配
偶
者
の

扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き　

■持
扶
養
か
ら
外
れ

た
日
を
証
す
る
書
類
、
年
金
手
帳
、
印
鑑

▼
学
生
、
無
職
の
方
、
自
営
業
者
の
方
等　

▽
被
用
者
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
が
20

歳
に
な
っ
た
と
き　

■申
日
本
年
金
機
構　

▽

転
入
・
転
出
・
転
居
で
住
所
や
氏
名
が
変
わ

っ
た
と
き　

■持
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
印

鑑　

▽
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
（
死
亡

一
時
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
る

場
合
あ
り
）、
国
外
転
出
や
年
金
受
給
額
を

増
や
す
た
め
に
任
意
加
入
す
る
と
き
〈
☆
〉、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
（
学
生
納
付

特
例
や
免
除
申
請
を
す
る
と
き
）〈
☆
〉　

■持

年
金
手
帳
、
印
鑑　
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所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
年
金
保
険
料
の　
　
　

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
40
年
間
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

納
め
忘
れ
た
期
間
が
あ
る
と
、
年
金
が
減
額

さ
れ
た
り
、
万
一
の
と
き
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

▼
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
等　

保
険
料

の
一
部
免
除
（
４
分
の
３
・
半
額
・
４
分
の

１
免
除
）
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
一
部

納
付
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、
年
金
の
受
給

資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ず
、
受
け
取
る
年
金

額
に
も
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
納
付
猶

予
や
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間

は
、
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ま

す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
将
来
、
受
け
取
る
年
金

額
を
増
や
す
た
め
に
、
免
除
や
納
付
猶
予
を

受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
、
10
年
前
の
分
ま

で
遡
っ
て
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
納
付
対
象
月
の
属
す
る
年

度
の
翌
々
年
度
を
過
ぎ
る
と
、
加
算
金
が
付

き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
納
め
忘
れ
が
あ

り
ま
せ
ん　

預
金
通
帳
・
預
金
通
帳
届
出
印

鑑
・
国
民
年
金
納
付
書
を
ご
準
備
の
上
、
金

融
機
関
窓
口
や
鶴
岡
年
金
事
務
所
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
で
そ
の
月
の
保

険
料
を
そ
の
月
の
月
末
に
納
付
す
る
と
、
月

額
50
円
割
引
と
な
る
早
割
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
で
き
る
制
度
や
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行
を
規
制
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
規
制
開
始
日
時　

３
月
31
日
○金
午
前
10
時　

■
規
制
内
容　

二
輪
車
、
軽
車
両
を
除
く
全

て
の
車
両
の
通
行
禁
止　

■問
南
部
建
設
事
務

室
（
朝
日
庁
舎
）
☎
内
線
３
４
８

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

美
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｋ

１

稲
生
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
西
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

羽黒
ふ
じ
な
み
住
宅

（
藤
島
）

平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

温海
紅
葉
岡
住
宅
３
階
・
３
Ｋ

１

柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

５
月
中
旬
以
降　

■申
３
月
１

日
○水
～
16
日
○木
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
各
建
設
事
務
室
（
羽
黒
・
温
海
庁

舎
）へ市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す 

鶴
岡
地
域
春
の
清
掃
ク
リ
ー
ン
作
戦
＆
側
溝
清
掃

■日
・
■場
▽
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
側
溝
清
掃　

４

月
９
日
○日
…
第
二
・
第
三
学
区　

16
日
○日
…

第
一
・
第
五
学
区　

23
日
○日
…
第
四
・
第
六

学
区　

▽
ク
リ
ー
ン
作
戦　

３
月
26
日
○日
…

西
郷
地
区　

４
月
９
日
○日
…
黄
金
・
京
田
・

栄
・
上
郷
地
区
、
小
波
渡
自
治
会　

16
日
○日

…
斎
・
田
川
・
三
瀬
・
大
泉
・
湯
野
浜
地
区
、

堅
苔
沢
自
治
会　

23
日
○日
…
湯
田
川
・
由
良

地
区　

５
月
７
日
○日
…
加
茂
・
大
山
地
区　

■
ご
み
等
の
回
収
・
運
搬　

▽
ク
リ
ー
ン
作

戦　

第
一
～
第
六
学
区
…
当
日
午
後　

他
の

地
区
…
翌
日
か
ら
２
日
以
内　

▽
側
溝
清
掃　

２
日
以
内　

■申
▽
ク
リ
ー
ン
作
戦
…
廃
棄
物

対
策
課
☎
内
線
６
７
７　

▽
側
溝
清
掃
…
本

所
土
木
課
☎
内
線
４
４
８

公
共
下
水
道
事
業
負
担
金

　

公
共
下
水
道
鶴
岡
地
区
内
の
次
の
対
象
区

域
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
か
ら
新
た
に
公

共
下
水
道
事
業
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
4
月
に
対
象
区
域
内
の
土
地
を
所
有

す
る
方
へ
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
申
告
書

を
送
付
し
ま
す
。

■
対
象
区
域
…
大
山
地
区
、
友
江
地
区
、
加

茂
地
区
、
白
山
地
区
、
井
岡
地
区
、
岡
山
地

区
、
谷
定
地
区
、
湯
田
川
地
区
、
藤
沢
地
区
、

青
龍
寺
地
区
、
馬
町
地
区
、
下
川
地
区
の
各

一
部　

■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５

８
６
０
内
線
４
５
３　

水
道
メ
ー
タ
ー
取
替
え
の　

予
定
時
期
と
地
区

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
法
律
に
よ
っ
て
使
用
期

限
（
８
年
間
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

定
期
的
に
取
替
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■日
４
月
～
12
月　

■場
▽
鶴
岡
地
域
…
三
光
町
、

双
葉
町
、
余
慶
町
、
茅
原
、
陽
光
町
、
稲
生

一
丁
目
・
二
丁
目
、
日
吉
町
、
新
海
町
、
西

新
斎
町
、
山
田
、
小
淀
川
、
寺
田
、
中
清
水
、

清
水
新
田
、
覚
岸
寺
、
荒
井
京
田
、
小
京
田
、

播
磨
、
辻
興
屋　

▽
藤
島
地
域
…
新
町
、
上

藤
島
、
添
川
、
和
名
川
、
砂
塚
、
幕
野
内
、

大
半
田
、
柳
久
瀬　

▽
羽
黒
地
域
…
古
墓
町
、

上
長
屋
町
、
桜
小
路
、
下
長
屋
町
、
坂
ノ
下
、

戸
野
、
中
里
、
町
屋
、
染
興
屋
、
川
行
、
金

森
目
、
鎌
田
、
小
増
川
、
山
荒
川　

▽
櫛
引

地
域
…
丸
岡
、
三
千
刈　

▽
朝
日
地
域
…
大

網　

▽
温
海
地
域
…
山
五
十
川
、
湯
之
里
、

早
田　

■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
６

０
９　

■他
予
定
地
区
以
外
で
も
取
替
え
を
実

施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

平
成
29
年
度
水
質
検
査
計
画

を
公
表
し
ま
す

　

安
全
・
安
心
な
水
道
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
水
質
検
査
の
方
針
、
検
査
項
目
・

頻
度
、
採
水
場
所
等
を
定
め
た
同
計
画
を
市

HP
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
同
計
画
へ
の
ご
意

見
等
が
あ
る
方
は
、
上
下
水
道
部
水
道
課
☎

23
‐
７
７
３
２
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」 　
　

大
切
な「
こ
こ
ろ
」と「
い
の
ち
」の
た
め
に

　

本
市
で
は
平
成
17
年
～
26
年
の
10
年
間
で

３
９
４
人
の
大
切
な
命
が
自
殺
で
失
わ
れ
て

い
ま
す
。
自
殺
の
多
く
は
様
々
な
悩
み
や
問

題
を
一
人
で
抱
え
る
う
ち
に
複
雑
化
し
、
心

理
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
状
態
か
ら
起
こ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

春
は
進
学
や
就
職
、
異
動
な
ど
生
活
環
境

の
変
化
に
よ
っ
て
体
や
心
の
調
子
を
崩
し
や

す
い
時
期
で
す
。
掛
け
替
え
の
な
い
大
切
な

「
こ
こ
ろ
」
と
「
い
の
ち
」
の
た
め
に
身
近

な
人
が
悩
ん
で
い
た
ら
、
勇
気
を
出
し
て
声

を
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を　

誰
か
に
相
談
す

る
こ
と
で
解
決
で
き
る
問
題
も
あ
り
ま
す
。

解
決
が
困
難
な
こ
と
で
も
一
緒
に
考
え
る
人

が
い
る
こ
と
で
気
持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
市
の
相
談
窓
口　

健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
６
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ

▼
心
の
健
康
・
悩
み
等
に
関
す
る
相
談
窓
口

▽
山
形
い
の
ち
の
電
話
☎
０
２
３
‐
６
４
５

‐
４
３
４
３
（
午
後
１
時
～
10
時
）　

▽
庄

内
保
健
所
地
域
保
健
福
祉
課
☎
66
‐
４
９
３

１　

▽
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
５
５
６  

（
月
曜

～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）　

▽
心

の
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
２
３
‐
６
３

１
‐
７
０
６
０
（
月
曜
～
金
曜
日
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）　

▽
山
形
県
立
こ
こ
ろ
の
医

療
セ
ン
タ
ー
内
「
心
の
悩
み
電
話
相
談
室
」

☎
22
‐
３
９
９
１
（
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時

～
正
午
）　

▽
心
の
健
康
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

相
談（
山
形
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
HP
）

雪
崩
に
注
意
!!　

　

融
雪
期
は
降
雨
や
気
温
上
昇
に
よ
っ
て
、

雪
崩
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
外
出
の

際
は
、
気
象
情
報
等
に
留
意
し
、
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
山
の

斜
面
の
雪
割
れ
（
ク
ラ
ッ
ク
）
等
の
前
兆
現

象
や
変
化
に
気
付
い
た
と
き
は
、
安
全
な
場

所
へ
避
難
し
、
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１

９
９
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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上下水道部お客さまセンターが開設
水道サービスの総合窓口

■問上下水道部総務課☎23‐7731

　４月１日、上下水道部庁舎内に「鶴岡市上下水道部
お客さまセンター」が開設します。名義変更や使用開
始・中止、料金など上下水道に関
する申込みや問合せについて、総
合的に１つの窓口で取り扱い、水
道サービスの更なる向上に努めま
す。
■お客さまセンターの概要
◎運 営 者　鶴岡上下水道サービス合同会社
◎所 在 地　鶴岡市上下水道部庁舎内（市内のぞみ町
　　　　　　２‐10）
◎業務時間　午前８時30分～午後５時15分（土曜・日
　　　　　　曜日、祝日、年末年始は休み）
◎業務内容　①上下水道料金の請求・収納・問合せ
　　　　　　②水道の使用開始・中止・名義変更の受付
　　　　　　③水道の開・閉栓作業
　　　　　　④メーター検針・交換作業

住民票の写し等の証明書をコンビニで取得できます
マイナンバーカードによるコンビニエンスストア（コンビニ）交付サービス

■問本所市民課☎内線116または各地域庁舎市民福祉課へ

愛称は「タクト鶴岡」
新文化会館の愛称決定

■問社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐2139

取得できる証明書 交付手数料 利用時間※１ 取得できる範囲［要件］
現在の住民票の写し

１通400円 午前６時30分～午後
11時

本人分、本人と同一世帯員分
印鑑登録証明書 本人分［本市で印鑑登録している］
平成28年度の所得・課税証明書※２ 本人分［28年１月１日本市に住民登録がある］
現在の戸籍全部（個人）事項証明書 １通450円 土曜・日曜日、祝日を除く平日

の午前９時～午後５時15分
本人分、本人と同一戸籍者分［本市に住民
登録と本籍がある］現在の戸籍の附票の写し １通400円

取得できる証明書は次の５つです

※１　年末年始（12月29日～１月３日）や保守点検日（不定期）は利用できません。
※２　平成29年度の所得・課税証明書は29年１月１日本市に住民登録のある方が６月15日○木 以降に取得できます。

　コンビニに設置しているマルチコピー機からマイナ
ンバーカード（個人番号カード）を使って各種証明書
を取得できるサービスが、２月１日に始まりました。
市役所が開庁していない早朝や深夜、休日にお近くの
コンビニで利用することができます。

▼利用できる方…次の全てに当てはまる方
①本市に住民登録がある
②マイナンバーカードを持っている
③マイナンバーカードに「利用者証明用電子証明書」
　が記録されている

▼利用に必要なもの
マイナンバーカードと数字４桁の利用者証明用電子証
明書暗証番号、交付手数料

▼利用できるコンビニ
マルチコピー機を設置している国内のセブンイレブン、
ローソン、サークル K サンクス、ファミリーマート、

セーブオン

▼マルチコピー機の操作の流れ
①画面で「行政サービス」を選択
②画面の案内に従ってタッチパ
　ネルを操作
③交付手数料を入金

マイナンバーカードの交付を受けてぜひご利用ください

●申請　マイナンバーの通知カードと一緒に届いたマ
　イナンバーカード申請書で申込みください。住所等
　に変更があった場合は新しい申請書が必要です。
●交付　申請から約１か月後にハガキで交付通知書が
　自宅に届きます。交付を希望する日を電話等で予約
　し、市役所の窓口へお越しください。
※コンビニ交付サービスはマイナンバーカード交付の
　翌日（土曜・日曜日、祝日の場合は翌平日）から利
　用できます。

　新文化会館の愛称は、応募総数1,714件の中から
「タクト鶴岡」に決まりました。ご応募いただきま
した皆さん、１次選考にご協力いただきました市内
高校等の生徒会の皆さん、ありがとうございます。

●愛称
　タクト鶴岡

●名称の意味
　Tsuruoka［鶴岡］Art［芸術］Culture［文化］
　Terrace［集う場所］の頭文字「TACT（タクト）」と、
　指揮棒のタクトに由来。鶴岡の芸術文化が集う場
　所になり、鶴岡の芸術文化を指揮し、まとめ奏で
　ていくようにとの思いが込められています。

●採用作品応募者
　池永一広さん（大阪府）

《完成イメージ図》
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

鶴岡 つるおか食のおいしい映画祭

＜鶴岡まちなかキネマ＞

ユネスコ食文化創造都市・鶴岡をＰＲしようと
初開催された同祭。期間中、延べ816人が来場
しました。食に関する映画の上映のほか、トー

１. 21
   ～27

クショーや日本酒カクテルの試飲、映画音楽の
合唱、学校給食イベントなどが行われ、来場者
は鶴岡食文化の魅力を改めて実感したようです。

初開催となったこの催し。地元客等への日頃の
感謝を込め、各道の駅で特徴を生かした自慢の
料理を100円で提供しました。月山あさひ博物

２. ５
村ではなめこ汁を、しゃりんでは深海魚ノロゲ
ンゲを使ったゲンゲ汁を提供。両会場とも多く
の親子連れ等でにぎわいました。

市内外 庄内地域５つの「道の駅」合同企画!! 冬の大感謝祭

＜月山あさひ博物村、しゃりん＞
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羽黒 羽黒山スキー場 スキーこどもの日

「気持ちいい！」中学生以下にリフトが
無料開放されたこの日、子供たちはス
キーや雪遊びを思う存分楽しみました。

１. 21

＜羽黒山スキー場＞

鶴岡 鶴岡市スポーツ少年団本部設立50周年記念式典

スポーツ少年団の指導者など約230人が
参加し、スポーツによる青少年の健全育
成への決意を新たにしました。

１. 21

＜東京第一ホテル鶴岡＞

温海 インバウンド雪あそび体験

あつみ温泉に宿泊した台湾人観光客が雪
遊びを体験。生まれて初めて雪に触れる
人もいて、大人も子供も大喜びです。

１. 26
～

２．４

＜一霞地区＞

櫛引 くしびきスポ・レク祭

競技はソフトバレー、ペタンク、カロー
リングの３種目。幅広い年代の約170
人が参加し、爽やかな汗を流しました。

２. 12

＜櫛引スポーツセンター＞

鶴岡にゆかりのある首都圏の方に、本市の魅力
を伝えたいと初開催。市長が市の取り組みを報
告した後は、「新酒の地酒とワインを楽しむ会」

２. 10
が開かれ、事業紹介のほか寒だら汁など郷土の
味覚が振る舞われました。500人を超える人が
参加し、本市とのつながりが更に深まりました。

市外 鶴岡市市政報告会　

＜タワーホール船堀（東京都江戸川区）＞
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庄
内
地
域
の
約
１
０
０
社
の
企
業
が
参
加
し
ま
す

学
生
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
庄
内
就
職
説
明
会

■日
３
月
11
日
○土
午
後
１
時
～
４
時
30
分　

■場

小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■対
来
年
３
月
に
大

学
・
短
大
・
高
専
等
を
卒
業
見
込
み
の
学
生
、

既
卒
者
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者　

■内
就
職

情
報
の
説
明　

■問
庄
内
総
合
支
庁
地
域
産
業

経
済
課
☎
66
‐
５
４
８
４

明
治
期
の
庄
内 

東
田
川
郡
役
所
の
役
割
を
知
る

歴
史
講
演
会

■日
３
月
11
日
○土
午
後
２
時　

■場
東
田
川
文
化

記
念
館　

■定
先
着
１
０
０
人　

■内「
庄
内
地

方
に
お
け
る
郡
制
と
三
つ
の
郡
役
所
」
谷
口

裕
信
氏
（
皇
學
館
大
学
准
教
授
）　

■申
社
会

教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
８
ま

た
は
同
館
☎
64
‐
２
５
３
７
へ

ち
ょ
っ
と
足
を
の
ば
し
て
ク
ア
オ
ル
ト
体
験

つ
る
お
か
森
の
時
間 

特
別
編

■日
３
月
12
日
○日
午
前
7
時
30
分
～
午
後
５
時

（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■場
上
山
市　

■定
先
着

30
人　

■内
気
候
性
地
形
療
法
に
よ
る
健
康
づ

く
り
体
験
、
森
林
散
策
等　

■費
大
人
…
２
、

０
０
０
円　

大
学
生
…
１
、
５
０
０
円　

高

校
生
以
下
…
１
、
０
０
０
円　

■申
３
月
７
日

○火
ま
で
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８
へ

復
興
支
援
公
演　
　
　
　
　

鶴
岡
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
３
月
12
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
温
海
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■
出
演
団
体　

和
紙
の

里
和
雅
美
太
鼓
雅
（
特
別
出
演
）、
由
良
八

乙
女
太
鼓
、
ふ
じ
し
ま
太
鼓
鼓
粋
、
念
珠
関

辨
天
太
鼓
創
成
会
、
朝
日
祥
雲
御
山
太
鼓
ほ

ひ
な
祭
り　

■日
３
月
１
日
○水
～
31
日
○金
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時　

■費
大
人
…
４
０
０

円　

高
校
生
…
３
０
０
円　

小
・
中
学
生
…

２
０
０
円　

■問
克
念
社
☎
22
‐
０
０
１
５

▽
龍
の
湯
「
蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
氷
室
」
温
泉

宿
の
ひ
な
祭
り　

■日
３
月
１
日
○水
～
４
月
３

日
○月
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分　

■費
大
人

…
４
０
０
円 

高
校
生
・
大
学
生
…
３
０
０

円　

小
・
中
学
生
…
２
０
０
円　

■問
龍
の
湯

☎
75
‐
２
２
４
１

▽
湯
田
川
温
泉
「
旧
白
幡
邸
（
長
福
寺
集
会

所
）」
旧
白
幡
家
の
お
ひ
な
様　

■日
３
月
１

日
○水
～
４
月
３
日
○月
午
前
９
時
～
午
後
３
時

（
水
曜
日
休
み〈
３
月
１
日
は
開
館
〉）　

■費
大

人
…
３
５
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
０
０
円　

■問
湯
田
川
温
泉
観
光
協
会
☎
35
‐
４
１
１
１

▽
つ
る
お
か
雛
め
ぐ
り　

お
雛
は
ん
魅
さ
へ

～　

■日
３
月
１
日
○水
～
４
月
３
日
○月　

■場
の

ぼ
り
の
あ
る
各
店
舗
（
鶴
岡
銀
座
商
店
街
中

心
）　

■問
鶴
岡
商
工
会
議
所
☎
24
‐
７
７
１

１　

■他
先
着
７
０
０
人
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
拭

い
を
進
呈
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催

▽
三
井
家「
蔵
座
敷
」三
井
家
の
お
ひ
な
さ
ま　

■日
３
月
２
日
○木
～
４
月
２
日
○日
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
（
水
曜
日
休
み
）　

■費
大
人

…
４
０
０
円　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
…
２

０
０
円　

■問
三
井
蔵
部
☎
24
‐
９
１
２
２

▽
湯
野
浜
温
泉
雛
め
ぐ
り　

■場
湯
野
浜
温
泉

各
旅
館
（
開
催
日
は
各
旅
館
に
問
合
せ
）

■問
湯
野
浜
温
泉
観
光
協
会
☎
75
‐
２
２
５
８

▽
共
通　

■問
本
所
観
光
物
産
課
☎
内
線
５
６

６　

■他
何
度
も
使
え
て
お
得
な
「
雛
め
ぐ
り

共
通
割
引
券
」
を
各
会
場
、
観
光
案
内
所
、

協
賛
飲
食
店
、
同
課
で
配
布
。
着
物
で
来
場

し
た
方
は
入
場
料
半
額
。
HP

▼
お
雛
菓
子
づ
く
り

催
し

鶴
岡
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る　
　
　
　

「
鶴
岡
雛
物
語
」

▼
雛ひ

な

人
形
展
示　

▽
致
道
博
物
館
「
御
隠
殿
」
鶴
岡
雛
物
語

■日
３
月
１
日
○水
～
４
月
３
日
○月
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

高

校
生
・
大
学
生
…
３
８
０
円　

小
・
中
学
生

…
２
８
０
円　

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

▽
荘
内
神
社
「
宝
物
殿
」
城
下
町
の
雛
物
語

■日
３
月
１
日
○水
～
４
月
３
日
○月
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分　

■費
大
人
…
３
０
０
円　

中
学
生
・
高
校
生
…
２
０
０
円　

小
学
生
…

１
０
０
円　

■問
同
神
社
☎
22
‐
８
１
０
０

▽
旧
風
間
家
住
宅
「
丙
申
堂
」 

丙
申
堂
の

■日
・
■場
致
道
博
物
館
…
３
月
５
日
○日　

丙
申

堂
…
12
日
○日　

龍
の
湯
…
19
日
○日　

荘
内
神

社
…
26
日
○日　

旧
白
幡
邸
…
４
月
２
日
○日

■時
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■費
１
個
２
０
０

円　

■問
同
神
社
☎
22
‐
８
１
０
０

▼
雛
人
形
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
も
ら
お
う

■日
３
月
１
日
○水
～
４
月
３
日
○月
　
■場
鶴
岡
駅
、

致
道
博
物
館
、
庄
内
観
光
物
産
館
、
庄
内
空

港
、
酒
田
駅　

■内
顔
出
し
看
板
で
撮
っ
た
写

真
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
に
投
稿
し
た
方
に

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
進
呈　

■問
各
施
設

▼
こ
ち
ら
で
も
雛
人
形
が
展
示
さ
れ
ま
す

▽
長
沼
温
泉
ぽ
っ
ぽ
の
湯
の
ひ
な
か
ざ
り

■日
３
月
25
日
○土
ま
で
の
午
前
６
時
～
午
後
10

時
（
３
月
９
日
○木
は
午
後
５
時
か
ら
）　

■問

長
沼
温
泉
ぽ
っ
ぽ
の
湯
☎
64
‐
４
１
２
６

▽
あ
つ
み
温
泉
湯
の
ま
ち
人
形
め
ぐ
り　

■日

３
月
１
日
○水
～
４
月
３
日
○月
午
前
９
時
～
午

後
４
時　

■場
旅
館
、
商
店　

■問
あ
つ
み
観
光

協
会
☎
43
‐
３
５
４
７　

■他
展
示
施
設
を
巡

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催

庄
内
医
療
生
協　
　
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

■日
３
月
４
日
○土
・
５
日
○日　

■場
中
央
公
民
館

■時
・
■内
展
示
…
４
日
正
午
～
午
後
７
時
、
５

日
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

健
康
づ
く
り
発

表
…
５
日
午
前
10
時　

芸
能
発
表
…
５
日
午

後
１
時　

■問
庄
内
医
療
生
活
協
同
組
合
組
織

部
☎
22
‐
５
７
６
９

鶴
岡
高
専
教
職
員
と
地
元
企
業
技
術
者
の
研
究
発
表

鶴
岡
高
専
産
学
合
同
研
究
発
表
会

■日
３
月
６
日
○月
午
後
１
時
30
分　

■場
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■申
同
校
☎
25
‐
９
４
５

３

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111
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■
出
演
団
体　

詩
吟
…
日
本
九
重
流
鶴
城
清

吟
会　

尺
八
…
荘
内
竹
道
会
、
琴
古
流
尺
八

鶴
岡
竹
友
会　

琵
琶
…
錦
心
流
琵
琶
全
国
一

水
会
鶴
岡
支
部　

謡
曲
…
庄
内
謡
曲
同
好
会
、

宝
生
流
鶴
岡
五
雲
会　

日
本
舞
踊
…
藤
靜
会　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

高
校
生
以
下
…
無
料　

■問
社
会
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
７

地
域
力
を
引
き
出
す
フ
ォ
ー
ラ
ム 

地
域
包
括
ケ
ア

と
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
あ
り
方

■日
３
月
22
日
○水
午
後
６
時　

■場
出
羽
庄
内
国

際
村　

■内
行
政
説
明
…
内
山
徹
氏
（
東
北
厚

生
局
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
長
）、
菅
原
繁

（
鶴
岡
市
長
寿
介
護
課
長
）　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
…「
地
域
包
括
ケ
ア
を
支
え
る

地
域
の
力
」
大
橋
謙
策
氏
（
日
本
地
域
福
祉

研
究
所
理
事
長
）、
内
山
徹
氏
、
三
原
一
郎

氏
（
鶴
岡
地
区
医
師
会
地
域
医
療
連
携
室

長
）、
五
十
嵐
正
直
氏
（「
福
の
里
」
事
務
局

長
）、
相
澤
康
夫
（
鶴
岡
市
健
康
福
祉
部
長
）

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
２

黒
川
能
を
鑑
賞
し
な
が
ら
農
家

民
宿
に
宿
泊
し
て
み
ま
せ
ん
か

■日
３
月
23
日
○木
午
前
10
時
～
24
日
○金
午
前
10

時
（
１
泊
２
日
）　

■場
春
日
神
社
、王
祇
会
館
、

農
家
民
宿
（
黒
川
能
の
里
の
会
）
等　

■定
先

着
20
人　

■内
春
日
神
社
祈
年
祭
（
黒
川
能
鑑

賞
）、
観
光
ガ
イ
ド
に
よ
る
歴
史
道
案
内
等

■費
６
、５
０
０
円
（
宿
泊
料
〈
２
食
付
き
〉
等
、

別
途
黒
川
能
観
賞
料
）　

■申
３
月
15
日
○水
ま

で
同
館
☎
57
‐
５
３
１
０
へ

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

里
山
の
フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
４
月
15
日
○土
・
16
日
○日
午
前
９
時
～
午
後

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

か　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

高
校
生
以

下
…
５
０
０
円　

幼
児
…
無
料　

■申
同
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

朝
日
産
十
割
そ
ば
・
春
の
山
菜
天
ぷ
ら
等
を
提
供

春
の
大
梵
字
ま
つ
り

■日
３
月
18
日
○土
～
20
日
○月
午
前
11
時
～
午
後

４
時　

■費
１
、
５
０
０
円　

■場
・
■問
そ
ば
処

「
大
梵
字
」
☎
53
‐
３
４
１
３

邦
楽
邦
舞
合
同
公
演　
　
　
　
　

芸
能
の
つ
ど
い

■日
３
月
19
日
○日
午
後
１
時　

■場
中
央
公
民
館　

３
時
（
小
真
木
原
公
園
中
央
駐
車
場
集
合
）

■場
油
戸
→
荒
倉
山
→
由
良　

■定
各
日
先
着
20

人　

■費
大
人
…
１
、
２
０
０
円　

子
供
…
５

０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
３
月
25
日
○土
ま
で

同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１
へ

義
経
上
陸
の
地　
　
　
　
　

鼠
ヶ
関
を
歩
こ
う
会

■日
４
月
15
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
マ

リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き
駐
車
場
集
合
）　

■定
先
着
60
人　

■内
念
珠
関
址し

、
神み

こ
し輿
流
し
、

念
珠
の
松
庭
園
等
を
見
学
し
な
が
ら
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ　

■費
大
人
…
２
、
０
０
０
円　

小

学
生
以
下
…
１
、
２
０
０
円　

■申
４
月
７
日

○金
ま
で
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

へ

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
３
月
12
日
○日
午
前
10
時　

■場
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■内
講
演
「
認

知
症
を
知
る
」
中
目
千
之
氏
（
中
目
内
科
胃

腸
科
医
院
理
事
長
）　

■申
3
月
９
日
○木
ま
で

本
所
長
寿
介
護
課
☎
29
‐
４
１
８
０
ま
た
は

健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
４
へ

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
3
月
16
日
○木
午
後
７
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
方
先
着

30
人　

■費
２
１
０
円　

■申
健
康
課
☎
内
線
３

７
０　

■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資

格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受
講
免
除

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
雪
上
か
ん
じ
き
ウ
ォ
ー
ク　

雪
化
粧
の
中

台
池
・
丸
森
山
へ　

■日
３
月
18
日
○土
午
前
８

時
40
分
（
湯
殿
山
ス
キ
ー
場
集
合
。
送
迎
バ

ス
は
午
前
８
時
に
市
役
所
本
所
発
）　

■場
同

ス
キ
ー
場
（
リ
フ
ト
乗
車
）
→
中
台
池
→
丸

森
山
→
管
理
棟
エ
ト
レ　

■対
深
雪
を
歩
く
こ

と
が
で
き
る
方　

■費
１
、
２
０
０
円
（
か
ん

じ
き
貸
出
し
は
別
途
３
０
０
円
）　

■持
か
ん

じ
き
、
ス
キ
ー
用
ス
ト
ッ
ク
、
軽
食
、
箸
、

お
わ
ん
等　

■申
３
月
６
日
○月
～
13
日
○月　

■他

積
雪
状
況
に
よ
っ
て
コ
ー
ス
変
更
あ
り

▼
赤
川
土
手
お
花
見
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク　

■日

４
月
15
日
○土
午
後
５
時
30
分
（
桜
ハ
ウ
ス
あ

か
が
わ
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
午
後
５
時
15
分

に
小
真
木
原
公
園
正
面
ゲ
ー
ト
発
）　

■場
桜

ハ
ウ
ス
あ
か
が
わ
→
赤
川
左
岸
土
手
（
お
花

見
散
策
）
→
羽
黒
橋
→
右
岸
土
手
→
三
川
橋

→
起
点
（
約
５
㎞
）　 

■費
１
、
０
０
０
円　

■持
懐
中
電
灯　

■申
４
月
３
日
○月
～
10
日
○月

▼
共
通　

■定
１
０
０
人　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

25
‐
８
１
３
１　

■他
送
迎
バ
ス
は
要
予
約
。

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ビ
ン
ゴ
対
象
事
業

健
康
つ
る
お
か
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
ポ
イ
ン
ト
対
象

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
３
月
18
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内「
脳
卒
中
の
お
話
」
丸
谷
宏
（
同
院

神
経
内
科
主
任
医
長
）、「
救
急
蘇
生
法
に
つ

い
て
」
宮
崎
隆
寛
（
同
院
救
急
看
護
認
定
看

護
師
）・
布
施
文
歌
（
同
院
看
護
師
）　

■申
同

院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・

三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

「鶴岡もっけだのぉ食堂」営業中です！
■問本所職員課☎内線580

毎週木曜日はレディースデー

焼肉定食
（800円）

　昨年11月、市役所本所地下１階
に「鶴岡もっけだのぉ食堂」がオ
ープン！農家から直接仕入れたつ
や姫や庄内浜直送の鮮魚など、地
元の食材をふんだんに使った料理
を提供しています。こだわりの日
替わり定食や、定番メニューのラ
ーメンやカレーライス、特製スフ
レケーキなどのオリジナルスイー
ツも充実！市民の皆さん、ぜひお
越しください！

■営業日　月曜～金曜日（祝日、
年末年始を除く）
■営業時間　午前11時30分～午後
４時（ランチ時間は午後２時まで）
■他木曜日は定食を注文の女性に特
製デザートをサービス
■問同食堂☎25‐2111内線104
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子
育
て
・
子
供
向
け

大
山
児
童
館

▼
春
の
ミ
ニ
運
動
会
in
大
山
コ
ミ
セ
ン　

■日

３
月
11
日
○土
午
前
10
時　

■場
大
山
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■対
小
学
生
20
人　

■申
３
月

６
日
○月
ま
で

▼
お
ひ
さ
ま
く
ら
ぶ
年
間
登
録
者
募
集　

■日

毎
週
火
曜
日
午
前
10
時　

■場
同
館　

■対
１
歳

～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
12
組　

■内
運

動
、
遊
び
、
製
作
、
自
然
活
動
、
食
育
等　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
３
月
５
日
○日
か
ら　

▼
共
通　

■申
同
館
38
‐
０
２
６
０

ま
ん
ま
ル
ー
ム
３
月
の
講
座

「
子
育
て
で
大
切
な
こ
と
」

■日
3
月
17
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
中
央
児

童
館
長　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３

５
南
部
児
童
館

▼
小
学
生
集
ま
れ
！！
ト
ッ
チ
先
生
の
サ
ー
キ

ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
挑
戦
！　

■日
３
月
11

日
○土
午
後
２
時　

■場
朝
暘
一
小　

■対
小
学
生

50
人　

■内
マ
ッ
ト
、
新
聞
紙
、
バ
ル
ー
ン
等

を
使
っ
た
運
動
遊
び　

■師
三
浦
利
由
喜
氏

（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ト
ラ
イ
」
代
表
）　

▼「
プ
レ
イ
セ
ン
タ
ー
ポ
ピ
ン
ズ
」年
間
登
録

者
募
集　

■日
４
月
17
日
か
ら
の
毎
週
月
曜
日

午
前
９
時
45
分　

■場
同
館　

■対
０
歳
～
就
学

前
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
先
着
15
組　

■内
子

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ  

講
習
会

■日
３
月
19
日
○日
午
後
１
時　

■場
藤
島
体
育
館

■対
小
学
生
以
上
40
人　

■申
３
月
12
日
○日
ま
で

鶴
岡
山
岳
会

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会　
　
　

受
講
生
募
集

▼
水
遊
び
８
回
コ
ー
ス　

■日
４
月
～
６
月
の

土
曜
日
午
前
９
時
30
分　

■対
年
中
児
～
小
学

２
年
生　

■費
８
、
０
０
０
円

▼
親
子
水
泳
教
室　

■日
４
・
５
月
の
土
曜
日

午
前
10
時
45
分
（
全
５
回
）　

■対
１
歳
～
３

歳
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

■費
５
、
０
０
０

円▼
共
通　

■場
市
民
プ
ー
ル　

■申
同
協
会
☎
22

‐
０
０
７
４　

■他
HP

鶴
岡
太
極
拳
教
室

■日
火
曜
教
室
…
４
月
４
日
か
ら
の
火
曜
日
午

後
１
時
30
分　

水
曜
教
室
…
５
日
か
ら
の
水

曜
日
午
後
７
時　

金
曜
教
室
…
７
日
か
ら
の

金
曜
日
午
前
10
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育

館
等　

■費
月
額
２
、
０
０
０
円
、
入
会
金
３
、

０
０
０
円
、
年
会
費
１
、
０
０
０
円　

■他
各

曜
日
体
験
あ
り

出
羽
庄
内
国
際
村 

楊
式
太
極
拳
講
座
（
全
48
回
）

■日
入
門
コ
ー
ス
…
４
月
５
日
○水
～
来
年
３
月

28
日
○水　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
…
４
月
６

日
○木
～
来
年
３
月
22
日
○木　

■時
午
後
７
時

■師

莉
莉
氏　

■費
４
万
３
、２
０
０
円
（
前
・

後
期
の
分
割
払
い
も
可
）　

■場
・
■申
同
館
☎

25
‐
３
６
０
０　

■他
各
コ
ー
ス
４
人
以
上
で

開
講鶴

岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ　

ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

▼
楽
し
い
山
歩
き
教
室　

■日
座
学
（
必
修
）

…
４
月
8
日
○土
・
15
日
○土
午
後
１
時
30
分（
小

真
木
原
総
合
体
育
館
）　

実
践
…
４
月
～
来

年
３
月
（
全
６
回
）　

■対
登
山
を
基
礎
か
ら

学
び
た
い
方
20
人　

■費
１
万
円
（
別
途
実
践

経
費
等
）　

■申
３
月
24
日
○金
ま
で

▼
キ
ッ
ズ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ　

■日
毎
週
金
曜
日

■時
低
学
年
コ
ー
ス
…
午
後
６
時
45
分　

高
学

年
コ
ー
ス
…
８
時　

■場
ｅ
‐
ス
タ
ジ
オ　

■費

月
額
２
、
０
０
０
円
（
別
途
登
録
年
会
費
１
、

０
０
０
円
）

▼
共
通　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

鶴
岡
田
川
地
区　
　
　
　
　

シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

■日
４
月
16
日
か
ら
約
５
か
月
間
の
日
曜
日
午

前
８
時
～
午
後
２
時　

■場
赤
川
河
川
敷
グ
ラ

ウ
ン
ド　

■対
鶴
岡
田
川
地
区
に
在
住
で
昭
和

34
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
男
性
、
社

会
人
女
性
（
学
生
を
除
き
年
齢
不
問
）　

■費

１
人
１
、
５
０
０
円　

■申
３
月
19
日
○日
午
前

10
時
～
正
午
に
勤
労
者
会
館
へ
（
申
込
み
は

チ
ー
ム
単
位
）　

■問
同
大
会
事
務
局

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

平
成
29
年
度
の
会
員
募
集 

■内
５
歳
若
返
り
体
筋
ト
レ
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
フ
ッ
ト
サ

ル
等　

■費
年
額
１
、０
０
０
円（
別
途
各
教
室

参
加
料
）　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
53
‐
３
３
０
２

鶴
岡
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団　

団
員
募
集

■日
・
■場
３
月
ま
で
…
小
真
木
原
総
合
体
育
館
、

市
内
各
体
育
館　

４
月
か
ら
…
小
真
木
原
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
市
内
各
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

■対

小
学
生　

■他
見
学
可

空
手
教
室
会
員
募
集

■日
・
■場
火
曜
・
木
曜
日
（
朝
暘
二
小
体
育
館
）、

水
曜
日
（
鶴
岡
五
中
武
道
館
）、金
曜
日
（
朝

暘
武
道
館
）、
土
曜
日
（
友
江
道
場
）　

■時
午

後
６
時
30
分　

■対
５
歳
～
大
人　

■費
月
額
３
、

０
０
０
円
（
別
途
入
団
費
等
）　

■申
会
場
で

受
付　

■問
荘
内
空
心
会

鶴
岡
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

■日
毎
週
土
曜
日
午
前
９
時　

■場
小
真
木
原
公

園
南
多
目
的
広
場　

■費
会
費
…
月
額
１
、
０

０
０
円
（
半
年
分
を
前
納
）　

保
険
料
等
…

中
学
生
１
、
３
０
０
円
、
高
校
生
以
上
２
、

３
５
０
円　

■申
３
月
11
日
○土
午
前
９
時
～
10

時
に
小
真
木
原
総
合
体
育
館
へ

女
子
も
大
歓
迎
で
す　
　
　
　
　
　

鶴
岡
少
年
相
撲
教
室

■日
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
午
後
６
時
30
分　

■場
小
真
木
原
屋
内
相
撲
場　

■対
小
・
中
学
生

■費
月
額
２
、
０
０
０
円　

■申
鶴
岡
相
撲
連
盟

■他
見
学
可
。
各
種
交
流
行
事
あ
り

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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供
と
一
緒
に
遊
び
、
学
び
合
う
活
動
等　

■費

１
、
１
１
０
円　

■申
３
月
１
日
○水
か
ら

▼
共
通　

■申
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
ち
ら
し
ち
ぎ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集　

■日

３
月
21
日
～
４
月
６
日
の
月
曜
～
金
曜
日
午

後
２
時　

■内
鶴
岡
市
子
ど
も
ま
つ
り
「
ち
ら

し
プ
ー
ル
」
用
ち
ら
し
の
ち
ぎ
り

▼
な
か
よ
し
母
親
ク
ラ
ブ
年
間
登
録
者
募
集

■日
４
月
13
日
～
来
年
３
月
15
日
の
毎
週
木
曜

日
午
前
10
時
15
分　

■対
２
歳
６
か
月
～
３
歳

の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
30
組
（
２
歳
６

か
月
未
満
は
要
相
談
）　

■内
手
遊
び
、
体
操
、

講
習
会
、
班
活
動
（
ゲ
ー
ム
、
工
作
等
）　

■申
３
月
31
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

暘
光
児
童
館「
よ
う
こ
う
ひ
ろ
ば
」

年
間
登
録
者
募
集

■日
４
月
12
日
か
ら
の
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時

30
分　

■対
０
歳
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者
先

着
20
組　

■内
触
れ
合
い
遊
び
、
体
操
、
ミ
ニ

ク
ッ
キ
ン
グ
等　

■場
・
■申
３
月
８
日
○水
～
15

日
○水
に
同
館
☎
64
‐
８
６
４
０
へ

西
部
児
童
館

▼
ゆ
め
っ
く
り
フ
レ
ン
ズ
☆
年
間
登
録
者
募

集　

■対
小
学
生
20
人　

■内
月
１
回
程
度
の
小

学
生
行
事
活
動
や
、
高
齢
者
施
設
で
の
交
流

等　

■申
３
月
６
日
○月
～
４
月
16
日
○日　

▼
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
年
間
登
録
者
募
集　

■日

４
月
21
日
か
ら
の
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
30

分　

■対
２
・
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
30

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

組　

■内
触
れ
合
い
遊
び
、
体
操
、
ゲ
ー
ム
、

紙
芝
居
等　

■申
３
月
１
日
○水
～
15
日
○水

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
０
３
１

朝
日
産
そ
ば
粉
で
そ
ば
を
３
人
前
作
り
ま
す

親
子
そ
ば
打
ち
体
験
教
室

■日
３
月
26
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
１
時　

■定

各
回
先
着
８
組　

■費
１
組
１
、
５
０
０
円　

■場
・
■申
３
月
23
日
○木
ま
で
そ
ば
処
「
大
梵
字
」

☎
53
‐
３
４
１
３
へ

施
設
の
催
し

致
道
博
物
館

▼
も
う
一
つ
の
川
内
由
美
子
ミ
ニ
チ
ュ
ア
コ

レ
ク
シ
ョ
ン　

■日
3
月
１
日
○水
～
４
月
３
日

○月　

■他
３
月
１
日
○水
・
19
日
○日
・
20
日
○月
に

本
人
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
あ
り

▼
藩
主
の
書
画
～
酒
井
家
美
術
資
料
よ
り
～

■日
3
月
３
日
○金
～
30
日
○木　

■内
旧
庄
内
藩
主

酒
井
家
歴
代
当
主
の
書
画
を
公
開

▼
東
洋
蘭
展　

■日
3
月
14
日
○火
～
20
日
○月

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

■費
大
人
…
７
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…

３
８
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
８
０
円　

■場

・
■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

創
造
の
森
交
流
館

▼
デ
ジ
カ
メ
自
由
学
校
「
交
流
学
習
会
」　

■日
３
月
４
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
同
館　

▼
白
い
雪
原
を
ス
キ
ー
で
ハ
イ
キ
ン
グ　

■日

３
月
11
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

（
同
館
集
合
）　

■持
昼
食
、歩
く
ス
キ
ー
用
具
・

か
ん
じ
き
（
貸
出
し
あ
り
〈
■申
３
月
６
日
○月

ま
で
〉）
等　

▼
共
通
　
■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
里
地
里
山
学
特
別
講
座
「
原
発
事
故
で
生

き
も
の
た
ち
に
何
が
起
こ
っ
た
か
」　

■日
３

月
11
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■定
30
人　

■師
永

幡
嘉
之
氏
（
自
然
写
真
家
）　

■申
３
月
９
日

○木
ま
で

▼
早
春
散
策
会　

■日
３
月
18
日
○土
・
19
日
○日

■定
各
日
10
人　

■費
２
０
０
円　

■申
３
月
16
日

○木
ま
で　

■他
時
間
は
申
込
み
時
に
確
認

▼
企
画
展
示
「
早
春
の
草
花
た
ち
」　

■日
３

月
18
日
○土
か
ら　

▼
都
沢
湿
地
ヨ
シ
焼
き　

■日
３
月
25
日
○土
午

前
９
時
～
正
午　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

▼
経
営
戦
略
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■日
３
月
15
日
○水

午
後
３
時　

■定
40
人　

■内
講
演
「
今
さ
ら
聞

け
な
い
！
事
業
者
に
と
っ
て
の〝
お
カ
ネ
〟の

話
」
柳
沼
芳
裕
氏
（
経
営
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）、
交
流
会　

■費
交
流
会
１
、
０
０
０
円

▼
経
営
課
題
相
談
会　

■日
３
月
22
日
○水
午
後

２
時　

■定
28
社　

■内
補
助
金
活
用
、
事
業
継

承
等
に
つ
い
て
の
相
談

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
HP

春
の
星
座
を
解
説
し
ま
す　
　
　
　

中
央
公
民
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▼
一
般
公
開　

■日
３
月
12
日
○日
・
21
日
○火
～

25
日
○土　

■時
・
■内
午
前
11
時
…『
た
い
よ
う

く
ん
と
お
つ
き
ち
ゃ
ん
』　

午
後
１
時
30
分

…『
ワ
ン
ピ
ー
ス　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
』　

■定

各
回
先
着
78
人　

■費
３
歳
以
上
…
60
円　

高

校
生
以
上
…
１
４
０
円

▼
大
人
の
た
め
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
『
星
の

せ
せ
ら
ぎ　

ア
ク
ア
ヒ
ー
リ
ン
グ
』　

■日
３

月
12
日
○日
・
25
日
○土
午
後
３
時　

■定
各
日
先

着
50
人　

■費
高
校
生
以
上
…
１
４
０
円

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■日
▽
Ｃ
Ｄ
寄
席
…
３
月
16
日
○木
、
４
月
６
日

○木
午
後
１
時　

▽
健
康
相
談
…
３
月
16
日
○木

・
23
日
○木
、
４
月
６
日
○木
午
後
１
時
30
分　

▽
春
休
み
企
画
「
小
・
中
学
生
と
大
先
輩
の

将
棋
・
囲
碁
交
流
」
…
３
月
21
日
～
31
日
の

月
曜
～
金
曜
日
午
後
１
時
～
４
時　

■場
・
■問

同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０
６
６

講
座
・
講
習
会

郷
土
史
講
座

■日
①
３
月
４
日
○土　

②
25
日
○土　

■時
午
前
10

時　

■内
①
江
戸
時
代
の
鶴
岡
商
人　

②
近
世

前
期
の
郡
代　

高
力
忠
兵
衛
の
農
政　

■師
本

間
勝
喜
氏
（
鶴
岡
市
史
編
さ
ん
委
員
）　

■場

・
■申
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５

出
羽
庄
内
国
際
村 　
　
　
　

外
国
語
講
座
（
第
１
期
）

▼
韓
国
語　

■日
・
■費
入
門
…
４
月
４
日
～
７

月
25
日
の
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
（
全
14



18

回
）・
１
万
８
、
２
０
０
円　

初
級
…
４
月

14
日
～
７
月
14
日
の
金
曜
日
午
後
７
時
（
全

13
回
）・
１
万
６
、
９
０
０
円　

中
級
…
４

月
７
日
～
７
月
14
日
の
金
曜
日
午
後
７
時

（
全
14
回
）・
１
万
８
、
２
０
０
円　

韓
国
と

の
出
会
い
（
☆
）
…
土
曜
日
午
後
２
時

▼
中
国
語　

■日
・
■費
入
門
…
４
月
７
日
～
７

月
14
日
の
金
曜
日
午
後
７
時
（
全
14
回
）・

１
万
８
、
２
０
０
円　

初
級
…
４
月
６
日
～

７
月
20
日
の
木
曜
日
午
後
７
時
（
全
14
回
）・

１
万
８
、
２
０
０
円　

中
級
…
４
月
１
日
～

７
月
15
日
の
土
曜
日
午
後
１
時
30
分
（
全
14

回
）・
１
万
８
、
２
０
０
円　

子
ど
も
の
た

め
の
中
国
語
講
座
…
４
月
９
日
～
７
月
23
日

の
日
曜
日
午
後
４
時
（
全
８
回
）・
４
、
０

０
０
円　

朋
友

好
！
（
☆
）
…
毎
週
木
曜

日
午
後
７
時
、
毎
週
土
曜
日
午
後
３
時
30
分

▼
英
語　

■日
・
■費
初
心
者
英
会
話
…
４
月
６

日
～
７
月
13
日
の
木
曜
日
（
全
14
回
）・
１

万
８
、
２
０
０
円　

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
中
級
英

語
…
４
月
６
日
～
７
月
20
日
の
木
曜
日
午
後

７
時
（
全
15
回
）・
１
万
９
、
５
０
０
円　

か
ん
ば
せ
ー
し
ょ
ん
喫
茶
店
（
☆
）
…
隔
週

木
曜
日
午
後
７
時
、
毎
週
土
曜
日
午
前
11
時

30
分

▼
ス
ペ
イ
ン
語　

■日
ア
ブ
レ
モ
ス
・
エ
ス
パ

ニ
ョ
ー
ル
（
☆
）
…
日
曜
日
午
後
６
時

▼
共
通　

■場
・
■申
出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐

３
６
０
０　

■他
（
☆
）
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
型

講
座
・
チ
ケ
ッ
ト
制
（
５
回
券
２
、
５
０
０

円
、
10
回
券
４
、
５
０
０
円
）。
各
講
座
３

人
以
上
で
開
講

鶴
岡
田
川
地
区
日
中
友
好
協
会

中
国
語
講
座
（
全
43
回
）

■日
４
月
11
日
○火
～
来
年
３
月
12
日
○月
（
①
入

門
コ
ー
ス
…
月
曜
日　

②
初
級
コ
ー
ス
…
火

曜
日　

③
中
級
コ
ー
ス
…
水
曜
日
）　

■時
午

後
７
時　

■場
中
央
公
民
館　

■定
各
20
人
（
各

コ
ー
ス
５
人
以
上
で
開
講
）　

■師
孫
志
紅
氏

■費
２
万
４
、
０
０
０
円
（
初
め
て
の
方
は
２
、

０
０
０
円
引
き
）　

■
テ
キ
ス
ト
代　

①
②

２
、
２
０
０
円　

③
２
、
４
０
０
円
（
税
別
） 

■申
３
月
17
日
○金
ま
で
本
所
政
策
企
画
課
内

「
同
協
会
」
事
務
局
☎
内
線
５
２
８
へ

募
集

機
能
性
野
菜「
す
い
お
う
」を

栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

 
「
す
い
お
う
」
は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
一
種
で
、

葉
や
茎
に
ビ
タ
ミ
ン
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な

ど
の
栄
養
素
を
豊
富
に
含
む
野
菜
で
す
。
家

庭
菜
園
や
プ
ラ
ン
タ
ー
で
栽
培
で
き
ま
す
。

■
苗
価
格　

１
本
当
た
り
50
円
～
65
円
（
申

込
み
は
10
本
単
位
）　

■申
3
月
24
日
○金
ま
で

藤
島
庁
舎
エ
コ
タ
ウ
ン
室
☎
64
‐
５
８
０
３

へ　

■他
市
HP
。
苗
の
引
渡
し
は
５
月
中
旬

あ
な
た
の
写
真
を
募
集
し
ま
す　
　

鶴
岡
市
民
写
真
展

▼
作
品
募
集　

■
応
募
部
門
・
テ
ー
マ　

一

般
部
門
…
身
近
な
風
景
な
ど
６
テ
ー
マ　

学

生
部
門
…
自
由　

■
応
募
資
格　

市
内
在
住

の
小
学
生
以
上
の
方　

■
応
募
作
品
・
点
数

応
募
者
本
人
が
撮
影
し
た
未
発
表
作
品
（
Ａ

４
サ
イ
ズ
～
ワ
イ
ド
四
つ
切
り
の
プ
リ
ン
ト

単
写
真
。
裏
面
に
応
募
票
添
付
）
１
人
５
点

ま
で　

■
応
募
方
法　

３
月
15
日
○水
～
20
日

○月
午
前
10
時
～
午
後
６
時
に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ

ォ
ー
ラ
ム
へ
（
市
内
の
一
部
写
真
店
で
も
受

け
付
け
ま
す
）

▼
入
賞
作
品
展　

■日
４
月
８
日
○土
～
16
日
○日

午
前
10
時
～
午
後
６
時　

■場
同
館

▼
共
通　

■問
同
実
行
委
員
会
事
務
局

出
羽
庄
内
国
際
村
の
募
集

▼
せ
か
い
の
台
所
年
間
会
員　

■日
入
会
日
～

来
年
３
月
31
日
○土　

■定
先
着
10
人　

■費
８
、

０
０
０
円　

■申
３
月
４
日
○土
か
ら

▼
ワ
ー
ル
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ

会
員　

■日
月
１
回（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
）

■対
中
学
生
、
高
校
生
、
高
専
生　

■師
英
語
圏

出
身
者　

■費
年
額
２
、
０
０
０
円
（
別
途
材

料
費
等
）　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

日
本
最
古
と
言
わ
れ
る
織
物
を
体
験　

し
な
織
体
験
希
望
者
募
集

■日
３
月
30
日
○木
～
４
月
１
日
○土
、
３
月
31
日

○金
～
４
月
２
日
○日
、
６
日
○木
～
８
日
○土
、
７

日
○金
～
９
日
○日
（
各
回
２
泊
３
日
）　

■場
関

川
し
な
織
セ
ン
タ
ー
、
金
沢
屋
旅
館　

■定
各

回
３
人　

■費
３
万
４
、
０
０
０
円
（
宿
泊
代

等
）　

■申
関
川
し
な
織
協
同
組
合
☎
47
‐
２

５
０
２鶴

岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

■
活
動
期
間　

４
月
１
日
○土
～
来
年
３
月
31

日
○土　

■対
高
校
生
以
上
で
月
１
回
程
度
活
動

で
き
る
方
10
人　

■内
同
館
主
催
ア
ト
リ
エ
事

業
・
展
覧
会
の
準
備
作
業
、
運
営
支
援　

■費

３
５
０
円　

■申
３
月
４
日
○土
～
20
日
○月
に
同

館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

市
民
農
園
入
園
者
募
集

▼
鶴
岡
地
域　

■
面
積　

１
区
画
約
40
㎡　

■
募
集
区
画　

城
北
町
農
園
…
4
区
画　

鳥

の
巣
農
園
…
3
区
画　

八
日
町
農
園
…
2
区

画　

ほ
な
み
Ｂ
農
園
…
２
区
画　

味
土
里
農

園
…
２
区
画　

■費
１
区
画
年
額
４
、
０
０
０

円（
城
北
町
農
園
は
別
途
水
道
料
５
０
０
円
）

■申
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
８

▼
櫛
引
地
域　

■
面
積　

１
区
画
約
50
㎡

■
募
集
区
画　

下
山
添
農
園
…
５
区
画　

■費

１
区
画
年
額
５
、
０
０
０
円　

■申
櫛
引
庁
舎

産
業
課
☎
57
‐
２
１
１
４

▼
共
通　

■
入
園
期
間　

４
月
～
来
年
３
月

■申
３
月
６
日
○月
～
14
日
○火

地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

「
食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾
」受
講
者
募
集

■日
４
月
25
日
○火
～
来
年
２
月
２
日
○金
（
全
38

回
）　

■場
山
大
農
学
部
等　

■対
大
学
入
学
資

格
が
あ
る
方
30
人　

■内
基
礎
、
経
営
、
加
工
、

販
売
、
農
業
技
術
、
ビ
ジ
ネ
ス
計
画
書
作
成

等　

■費
３
万
円
（
分
割
納
付
可
）　

■申
３
月

１
日
○水
～
４
月
４
日
○火
に
同
学
部
内
「
同
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
事
務
局
☎
０
７
０
‐
２
０

１
１
‐
５
６
１
５
へ

鶴
岡
信
用
金
庫　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
若
手
経
営
者
塾
」塾
生
募
集

■対
同
信
用
金
庫
営
業
地
区
内
に
住
所
ま
た
は

事
業
所
が
あ
る
45
歳
以
下
の
方
で
、
次
の
要

件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方
30
人

①
企
業
の
経
営
に
参
画
ま
た
は
参

画
を
予
定
し
て
い
る　

②
創
業
後

５
年
未
満　

③
起
業
を
予
定
し
て

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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い
る　

■費
３
万
５
、
０
０
０
円　

■申
３
月
７

日
○火
か
ら
同
信
用
金
庫
地
域
創
生
部
☎
22
‐

２
６
８
０
ま
た
は
最
寄
り
の
店
舗
へ

鶴
岡
南
高
校
通
信
制
の
課
程

生
徒
募
集

■定
80
人　

■内
自
宅
学
習
と
月
２
・
３
回
程
度

の
同
校
で
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
登
校
授
業
）

■
選
考
方
法　

書
類
選
考　

■
修
業
年
限　

３
年
以
上　

■申
3
月
１
日
○水
～
23
日
○木
に
同

校
教
務
課
☎
22
‐
２
６
７
３
へ

天
神
祭
パ
レ
ー
ド
に　
　
　

参
加
し
よ
う
！

　

５
月
25
日
○木
の
天
神
祭
パ
レ
ー
ド
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
に
ぎ
わ
い
天
神
パ
レ
ー

ド
の
中
の
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
パ
レ
ー
ド
」
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
仮
装
や
踊
り
等
を
披
露

し
な
が
ら
行
進
し
ま
す
。

■対
10
人
以
上
の
団
体　

■申
４
月
14
日
○金
ま
で

本
所
観
光
物
産
課
内
「
同
祭
実
行
委
員
会
」

事
務
局
☎
内
線
５
４
５
へ

お
ぃ
や
さ
祭
り
の
参
加
団
体

等
を
募
集
し
ま
す

　

８
月
20
日
○日
に
開
催
さ
れ
る
お
ぃ
や
さ
祭

り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■問
同
祭
り
実
行
委
員
会
☎
25
‐
０
６
１
３　

■他
４
月
２
日
○日
午
後
１
時
30
分
に
鶴
岡
ア
ー

ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
説
明
会
を
開
催　
　

相
談
・
そ
の
他

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

債
務
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■日
３
月
11
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■対

市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方　

■場
・
■申
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店

☎
22
‐
３
１
４
７

不
動
産
の
所
有
・
管
理
で
お
困
り
の
方
へ

土
地
・
建
物
・
不
動
産
無
料
相
談
会

■日
３
月
11
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場

勤
労
者
会
館　

■問
全
日
本
不
動
産
協
会
山
形

県
本
部
鶴
岡
相
談
所
☎
25
‐
１
５
７
７

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
３
月
31
日
○金
午
後
３
時
～
７
時　

■対
市
内
、

三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

先
着
８
人　

■場
・
■申
３
月
30
日
○木
ま
で
東
北

労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７
へ

調
査
員
が
お
宅
に
伺
い
ま
す 

家
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

■
該
当
地
区　

ほ
な
み
町
６
・
８
～
14
番　

■
調
査
時
期　

準
備
調
査
…
３
月　

本
調
査

…
５
月
か
ら
１
年
間　

■問
山
形
県
統
計
企
画

課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
１
８
７

（
仮
称
）鶴
岡
八
森
山
風
力
発
電
事
業
に
係

る
環
境
影
響
評
価
準
備
書
を
縦
覧
し
ま
す

　

合
同
会
社
Ｊ
Ｒ
Ｅ
鶴
岡
八
森
山
で
は
、
八

森
山
周
辺
に
風
力
発
電
所
の
設
置
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
設
置
に
先
立
ち
、
環
境
影
響
評

価
の
結
果
を
記
載
し
た
環
境
影
響
評
価
準
備

書
を
、
３
月
8
日
○水
～
４
月
７
日
○金
に
本
所

環
境
課
、
三
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等

や
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・
エ
ナ
ジ

ー
㈱
HP
で
縦
覧
し
、
４
月
21
日
○金
ま
で
意
見

書
の
提
出
を
受
け
付
け
ま
す
。　

■問
同
社
☎
03
‐
６
４
５
５
‐
４
９
０
０　

■他

市
HP
。
３
月
20
日
○月
午
後
１
時
30
分
に
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
で
説

明
会
を
開
催

自
衛
官
等
採
用
試
験 

▼
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
歯
科
・
薬
剤
科
）

■日
５
月
13
日
○土
・
14
日
○日　

■場
受
験
者
に
通

知　

■申
３
月
１
日
○水
～
５
月
5
日
○金
に
自
衛

隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出
張
所
☎
22
‐

０
４
６
６
へ

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
チ
ケ

ッ
ト
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

■日
3
月
26
日
○日
午
後
３
時　

■場
山
形
テ
ル
サ

（
山
形
市
）　

■対
市
内
在
住
の
方
（
１
人
２
枚

ま
で
）　

■申
３
月
21
日
○火
午
前
９
時
に
社
会

教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
へ　

■問
同
課
☎
57
‐

４
８
６
７

年
度
末
年
次
更
新
の
た
め　
　
　
　

図
書
館
本
館
が
臨
時
休
館
し
ま
す

■日
３
月
31
日
○金　

■問
同
館
☎
25
‐
２
５
２
５

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

　

広域情報掲示板　ぐるぐる庄内　

■日４月３日○月 まで　■場本間美術館、本間家旧本
邸と別館「お店

た な

」、山王くらぶ、山居倉庫酒田
夢の倶楽、旧鐙屋、舞娘茶屋・雛蔵畫廊相馬樓、
酒田市立資料館、旧阿部家、松山文化伝承館、
清亀園、酒田あいおい工藤美術館、さかた中通
り商店街アーケード、マリーン５清水屋　■問酒
田観光物産協会☎0234‐24‐2233または酒
田市観光振興課☎0234‐26‐5759へ　■他展
示期間や入場料は会場ごとに異なります

2017酒田雛街道
‐湊・酒田の雛めぐり‐へどうぞ●酒田市

内藤秀因没後30周年記念
内藤秀因作品展

■日４月１日○土 ～５月21日○日 午前９時～午後７時
（土曜・日曜日は午後５時まで。月曜日、祝日
休館）　■場内藤秀因水彩画記念館　■問庄内町立
図書館☎0234‐43‐3039

●庄内町

三川町文化交流館
「アトクのおひなさま」

■日３月１日○水 ～31日○金 午前10時～午後４時（月
曜日休館）　■場同館　■問同館☎66‐5040また
は三川町公民館☎66‐4403へ

●三川町

●遊佐町
■日４月２日○日 午前９時～午後２時30分（三ノ
俣さんゆう前集合）　■対山歩きに慣れている大
人先着15人　■費2,000円　■持昼食、かんじき

（お持ちの方）等　■申３月28日○火 までしらい自
然館☎0234‐72‐2069へ

ベテランガイドと行く
「残雪のブナ林トレッキング」
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たじの

　私たちのグループは、平成５年に福祉入門セミナ
ーを受講した先輩が「みんなで支え合う暮らしやす
い地域づくりのために何かしてみよう」と立ち上げ
たボランティア団体です。給食サービス「あったか
弁当」は平成６年に始まりました。最初は年７回の
配食でしたが、好評で11回に増やしました。現在
は会員が41人。８月を除く毎月20日に集まり、約
110人分の「あったか弁当」を作って届けています。
　献立には旬の食材や郷土食を取り入れるなど、季
節が感じられる工夫をしています。また、地元の小
学生が１枚１枚季節の絵や利用者へのメッセージを
書いたお弁当の包み紙も特徴です。この包み紙は、

離れて暮らす利用者のお孫さんの「自分も何かして
みたい」という声で始まりました。地域の宝である
子供たちと包み紙を通じて交流ができ、とても喜ば
れています。また、利用者と会員、小学生が参加す
る会食交流会を今年は鼠ヶ関小で行いました。包み
紙を書いた３年生の皆さんとお互いの顔が見える交
流をし、来年も続けたいねと盛り上がりました。
　利用者へお弁当を届けたついでに声を掛けていま
すが、安否や健康状態等も確認することができます。
これからも、会員同士で地域福祉の向上につながる
ような情報交換や学習を続けながら、多くの皆さん
に心のこもったお弁当を届けたいと思います。

仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介していきます。

心も体も温まる手作りのお弁当をお届けします
あたたかグループ（温海）

　あたたかグループは、鶴岡市社会福祉協議会
の助成金を活用し、温海地域で一人暮らしをす
るお年寄りへ手作りの「あったか弁当」を届け
ています。お話してくれたのは佐藤初子さん、
五十嵐裕子さん、会長の廣田洋子さん、本間好

惠さん、阿部和子さんです。〈写真左から〉

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

粗
大
ご
み
の
処
分
の
仕

方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

４
月
に
実
家
を
離
れ
一
人
暮
ら
し
を

始
め
ま
す
。
引
っ
越
し
す
る
の
で
使
わ

な
く
な
っ
た
学
習
机
や
本
棚
等
の
粗
大

ご
み
を
処
分
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ

う
か
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い

　

家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み
を
、
町
内

の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
市

内
水
沢
字
水
京
68
‐
１
☎
35
‐
３
５
５

７
）で
受
け
入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
原

則
本
人
が
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
受

け
入
れ
は
有
料
で
す
が
、
ご
み
の
種
類

で
料
金
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市

HP
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
回
収
に
は
伺
い
ま
せ
ん
。
回
収
を
希

望
す
る
場
合
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
に

掲
載
の
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業

者（
許
可
業
者
）に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

QＡ



21 広報つるおか　2017 . 3

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00 ～ 11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30 ～ 16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00 ～ 20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞   ④ 19：00 ～ 21：30

　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00 ～ 15：00

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教 育 相 談（ 学 校 教 育 全 般 ）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00〃　　（ 就 学 に 関 す る こ と ）

〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

献血　3/4 ～ 4/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
３．８○水 ９：30 ～11：30 朝日中央コミュニティセンター

９○木 13：30 ～15：30 鶴岡協立病院
11○土 10：00 ～12：00 鶴岡協同の家こぴあ

　　〃 13：30 ～16：00 　　　　〃
15○水 10：00 ～11：30 ベルナール鶴岡
16○木 ９：30 ～11：00 にこ♥ふる

今月の各種相談窓口開設日　3/4 ～ 4/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 14日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線216 24日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 21日○火13：30～15：30・羽黒コミュニティセンター

朝日庁舎総務企画課☎内線410 21日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 23日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 16日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 11日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

みどりちゃん

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
　
　
　
　
　

こ
ん
な
ご
み
を
出
し
て
い
ま
せ
ん
か

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
町
内
会
等
が

管
理
し
て
い
ま
す
。「
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
」
を
確
認
し
、
次
の
通
り
決
め

ら
れ
た
方
法
で
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

▼
引
っ
越
し
等
で
出
た
多
量
の
ご
み

収
集
対
象
の
ご
み
で
も
、
多
量
の
場
合

は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
数
回
に
分
け
て
少
量
ず

つ
出
す
か
、
き
ち
ん
と
分
別
し
「
も
や

す
ご
み
」
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー(

市

内
宝
田
三
丁
目
13
‐
６
☎
22
‐
２
８
４

９
）に
、「
も
や
さ
な
い
ご
み
」
は
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
、
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
ご
み
の
処
分
は
有
料
で
す
。

▼
汚
れ
て
い
な
い
新
聞
・
雑
誌
、
雑
が

み
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
等　

ひ
も
で
縛
っ
て

地
域
の
資
源
回
収
・
拠
点
回
収
へ
出
す

か
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▼
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
・

乾
燥
機
、
エ
ア
コ
ン　

家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
対
象
品
で
す
。
買
換
え
の
と
き

に
購
入
店
に
相
談
す
る
か
、
許
可
業
者

に
収
集
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
パ
ソ
コ
ン
機
器　

Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル

法
の
対
象
品
で
す
。
個
人
情
報
等
を
消

去
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
は
引
き
受
け

ま
せ
ん
）。
　
　
　

〈
廃
棄
物
対
策
課
〉
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環
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に
配
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古
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《人口と世帯》（平成29年１月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：130,015人
　　 （男：62,022人、女：67,993人）

　世帯数：48,601世帯

↑
メ
ー
ル
は

　

こ
ち
ら
か
ら

↑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　

こ
ち
ら
か
ら

隔月連載

   Vol.3　市民とつくる本緞帳

新しい文化会館の建設の進捗や開館に向けた取り組みを紹介します。

　舞台と客席を仕切り、日常と非
日常の境をつくる緞

どんちょう
帳は、ホール

の顔とも言われます。文化会館に
設置する本緞帳の大きさは、縦
９.５ｍ・横20ｍ。デザインは、
世界的に活躍する画家・千住博氏
の絵画『水神』に決まりました。
2015年にヴェネツィア・ビエン
ナーレで初公開された作品で、出
羽三山の雪解け水など、月山の豊
かな水資源を思い浮かばせるデザ
インとなっています。勢い良く流
れる滝のように、様々な芸術文化
が絶え間なく創造されるよう期待
を込めて採用しました。

　本緞帳制作は、プロポーザル方
式で選定されたオリエンタルカー
ペット㈱が行います。染色や織り
などの制作の全行程を、社内の職
人が一貫して行っている同社。細
密な表現力が持ち味で、皇居や歌
舞伎座などの絨

じゅうたん
毯、県内では遊学

館や川西町フレンドリープラザな
どの緞帳を手掛けています。
　本緞帳の素材の一部に用いる絹
は、庄内地域で生産される「鶴岡
シルク」です。その中には「繭人」
が携わった絹も含まれます。繭人
とは、市民が蚕の飼育体験をする
取り組みで、鶴岡シルクタウン・
プロジェクトの一環で始まりまし
た。緞帳制作にあたり39人と９
団体が繭人の取り組みに参加。松
岡㈱の製糸工場で、繭を絹糸へ加
工する過程を見学・体験した繭人
は「大切に育てた蚕が本緞帳の一

２月３日撮影

■問合せ／社会教育課芸術文化係☎57‐2139

文 化 会 館
支える

高める
育てる

んなみん のな

『水神』（2015）

部になると思うとうれしい」「完
成が楽しみです」と話していまし
た。
　新たな顔となる本緞帳は、今秋
にお披露目予定です。

○C  村上義親

ふ化したばかりの蚕を受け取る繭人

絹糸を束にする「捻
ねんぞう

造」を体験する繭人
千住 博 氏
日本画家。東京都生まれ。1995年
第46回ヴェネツィア・ビエンナーレ
にて名誉賞受賞。日本画・版画・壁画・
デザインなどの絵画制作にとどまら
ず、文筆活動や教育にも携わる。


